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多
機
能
ア
リ
ー
ナ
の
基
本
設
計
は
、

本
年
2
月
に
契
約
を
締
結
し
、
10
月
末

ま
で
に
策
定
し
ま
す
。

　
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
観

点
で
ご
意
見
を
い
た
だ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
の
声
を

伺
う
中
で
、
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建
設
委

員
会
で
検
討
を
進
め
て
お
り
、
次
の
と

お
り
、
現
在
の
施
設
案
の
中
間
報
告
を

し
ま
す
。

　
こ
の
案
は
、
現
段
階
で
の
も
の
で
す

の
で
、
今
後
も
検
討
を
重
ね
、
笛
吹
市

の
「
人
づ
く
り
」
「
健
康
づ
く
り
」
「
交

流
づ
く
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設

と
な
る
よ
う
基
本
設
計
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
概
要
や
管
理
運
営
の
考

え
方
な
ど
を
ま
と
め
た
基
本
計
画
も
併

せ
て
策
定
中
で
す
の
で
、
順
次
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
2
月
か
ら
3
月
に
か
け

て
実
施
し
ま
し
た
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
を

テ
ー
マ
と
し
た
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
多
く
の
方
々
か
ら
、
様
々
な
ご
意

見
を
い
た
だ
く
中
で
、
建
設
の
是
非
を

問
う
住
民
投
票
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
基
本
設
計
を
進
め
る
中
で
、

施
設
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
将
来
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
は
必
要
な
施
設
で
あ
り
、

災
害
時
の
長
期
的
な
避
難
場
所
と
し
て

も
欠
か
せ
な
い
施
設
で
あ
る
と
の
認
識

を
深
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
住
民
投
票
に
よ
り
建
設

の
是
非
を
問
う
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

理
解
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
基
本
設

計
等
の
内
容
が
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

あ
ら
た
め
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
建
設
予
定
地
は
、
御
坂
町
成
田
地
内

の
県
立
博
物
館
西
側
、
約
4
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
予
定
地
に
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
を

建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
立
博
物
館

や
み
さ
か
の
湯
、
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
連
携
し
多
彩
な
活
用
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
体
育
館
と
し
て
は
、
大
小
ア
リ
ー
ナ

を
使
用
し
ま
す
。
大
小
ア
リ
ー
ナ
間
に

は
シ
ャ
ワ
ー
室
や
更
衣
室
を
設
け
、
両

ア
リ
ー
ナ
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
講
演
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
文
化
活

動
は
、
通
常
、
小
ア
リ
ー
ナ
を
利
用
し

ま
す
。
固
定
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
約

1
2
0
0
の
座
席
が
確
保
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
大
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
も
、

仮
設
の
ス
テ
ー
ジ
や
座
席
の
設
置
に
よ

り
、
よ
り
大
規
模
な
活
動
が
可
能
で
す
。

　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
、
「
人
づ
く
り
」

「
健
康
づ
く
り
」
「
交
流
づ
く
り
」
の

拠
点
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
大
規

模
災
害
時
の
長
期
的
な
避
難
場
所
や
復

興
作
業
の
拠
点
と
し
て
も
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
は
、
笛

吹
市
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
自
主
防

災
組
織
ご
と
に
一
時
的
に
集
合
し
、
災

害
状
況
や
安
否
等
の
確
認
を
行
う
『
避

難
地
』
と
住
居
場
所
を
確
保
で
き
な
く

な
っ
た
方
々
の
仮
住
居
地
と
し
て
ば
か

り
で
な
く
救
護
や
復
旧
の
活
動
拠
点
と

も
な
る
『
避
難
所
』
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
地
域
防
災
計
画
で
は
35
カ
所

を
避
難
所
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
が
、

そ
の
多
く
は
小
中
学
校
で
あ
り
、
避
難

生
活
が
長
期
化
し
た
時
に
は
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し

て
、
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
災
害
時
の
拠

点
に
も
な
る
よ
う
、
居
住
空
間
と
し
て

の
検
討
や
仮
設
住
宅
の
設
置
を
視
野
に

入
れ
た
駐
車
場
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
型
発
電
機
の
設
置
や
飲
料

水
の
確
保
・
シ
ャ
ワ
ー
の
利
用
も
可
能

な
施
設
と
し
て
検
討
を
重
ね
災
害
時
の

復
興
拠
点
に
も
な
る
施
設
整
備
を
行
い

ま
す
。

大アリーナの大きさ

：52m×38m

小アリーナの大きさ

：36m×22.5m

ステージの大きさ

：33m×10m

小アリーナに自動で出し入れ

可能な席等による約1,200席

で講演等が開催可能です。

大小アリーナでバレーボール

６人制４面、バスケットボー

ル３面等の公式試合が開催可

能です。

■
問
合
せ
先
　
経
営
企
画
課�

�多
機
能
ア

　
リ
ー
ナ
建
設
班�

�Ｆ
Ａ
Ｐ（
フ
ァ
ッ
プ
）
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国民文化祭笛吹市実行委員会設立総会＝市役所�南館

国文祭ロゴマーク

「富士の国やまなし国文祭」
マスコットキャラクター
カルチャくん

　　
国
民
が
日

頃
行
っ
て
い

る
各
種
の
文

化
芸
術
活
動

を
全
国
的
な

規
模
で
発
表
、

競
演
、
交
流

す
る
場
と
し

て
、
昭
和
61

年
の
第
1
回

大
会
か
ら
、

都
道
府
県
を

持
ち
回
り
開

催
し
て
い
る
日
本
最
大
級
の
文
化
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　
国
民
文
化
祭
の
事
業
に
は
、
文
化
庁
、

開
催
都
道
府
県
、
開
催
市
町
村
及
び
文

化
団
体
等
が
実
施
す
る
主
催
事
業
と
、

国
民
文
化
祭
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
団
体

等
が
実
施
す
る
協
賛
事
業
が
あ
り
ま
す
。

第
28
回
国
民
文
化
祭
の
概
要

▼
名
称

「
第
28
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な
し

2
0
1
3
」

▼
テ
ー
マ

「
文
化
の
風
と
あ
そ
ぶ
〜
み
つ
め
る
・

こ
え
る
・
つ
な
げ
る
」

▼
主
催
者

文
化
庁
、
山
梨
県
、
山
梨
県
教
育
委

員
会
、
開
催
市
町
村
他

▼
開
催
期
間

平
成
25
年
1
月
12
日
（
土
）
〜
11
月
10

日
（
日
）

▼
笛
吹
市
開
催
事
業

　
市
で
は
、
２
つ
の
継
続
事
業
と
３

つ
の
独
自
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
文
芸
祭
「
現
代
詩
」
（
継
続
・
秋
）

●
文
芸
祭
「
俳
句
」
（
継
続
・
秋
）

○
笛
吹
鵜
飼
祭
り
（
独
自
・
夏
）

○
甲
斐
国
千
年
の
都
文
化
財
め
ぐ
り

　
（
独
自
・
秋
）

○
特
別
展
「
や
ま
な
し
の
縄
文
」

　
（
独
自
・
秋
）

※
継
続
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
国
民
文
化

祭
で
実
施
さ
れ
、
全
国
的
な
広
が
り

を
も
ち
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
さ

れ
る
事
業
で
、
文
化
庁
と
開
催
県
ま

た
は
市
町
村
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
て
協
議
す
る
国
民
文
化
祭
の
根
幹

と
な
る
事
業
で
す
。
一
方
、
独
自
事

業
は
、
開
催
意
向
の
あ
る
県
ま
た
は

市
町
村
が
創
意
を
生
か
し
て
企
画
運

営
す
る
事
業
で
す
。

　
「
第
28
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な
し

２
０
１
３
」
の
開
催
に
む
け
て
7
月
6

日
に
開
催
さ
れ
た
設
立
総
会
で
は
、
同

実
行
委
員
会
の
設
立
と
会
則
の
制
定
に

つ
い
て
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
行

委
員
長
の
荻
野
市
長
よ
り
、
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
第
1
回
会
議
に
お
い
て
平

成
23
年
度
事
業
計
画
と
平
成
23
年
度
予

算
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
な
わ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
現
代
詩
と
俳
句
の
企
画
委

員
会
を
開
催
し
、
事
業
の
内
容
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
レ
大
会
と
し
て
、
9
月

1
･
2
日
に
N
H
K
学
園
生
涯
学
習
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
笛
吹
市
短
歌
・
俳
句

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
さ
ら
に
10
月
29

日
（
土
）
〜
11
月
6
日
（
日
）
に
京
都
府
で

開
催
さ
れ
る
「
第
26
回
国
民
文
化
祭
・

京
都
2
0
1
1
」
を
視
察
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
9
月
9
日
が
何
の
日
か
ご
存
知
で
す

か
。
こ
の
日
は
皆
さ
ん
に
救
急
業
務
や

救
急
医
療
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
【
救
急
の
日
】
と
し
て

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
9
月
9
日
を
「
救
急
の
日
」
と
し
、

こ
の
日
を
含
む
1
週
間
を
「
救
急
医
療

週
間
」
（
本
年
は
9
月
4
日
〜
10
日
）

と
し
て
、
全
国
各
地
で
様
々
な
行
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
に
お
い
て
も
、
9
月
9

日
（
金
）
に
石
和
温
泉
駅
前
特
設
会
場
で

救
急
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
時
間
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所

J
R
石
和
温
泉
駅
前
�

特
設
会
場

（
石
和
町
松
本
1
7
7
―
1
）

▼
内
容

�
救
急
の
日
を
機
会
に
、
救
急
医
療
・

救
急
業
務
に
対
し
て
正
し
い
理
解
と

知
識
を
深
め
て
も
ら
い
、
応
急
手
当

に
つ
い
て
の
知
識
・
実
技
等
の
指
導
、

啓
発
及
び
救
急
車
の
適
正
利
用
に
関

す
る
啓
蒙
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

※
同
時
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普

及
啓
発
活
動
も
行
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
突
然

の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
、
家
庭
や
職

場
で
で
き
る
手
当
て
の
こ
と
を
応
急
手

当
と
い
い
ま
す
。
病
院
に
行
く
ま
で
に

応
急
手
当
を
す
る
こ
と
で
、
け
が
や
病

気
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
け
が
や
病
気
の
中
で
最
も
緊
急
を
要

す
る
も
の
は
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
で
す
。
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
な
ど
は
、
何
の
前
触
れ
も
な
く

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
プ
ー
ル

で
溺
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
け
が
で
大

出
血
し
た
時
な
ど
も
、
何
も
し
な
け
れ

ば
や
が
て
は
心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
つ
い
さ
っ
き
ま
で
元
気

に
し
て
い
た
の
に
、
突
然
、
心
臓
や
呼

吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
…
。

　
こ
ん
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
、
そ

ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
で
き
る
応
急
手

当
の
こ
と
を
救
命
処
置
と
い
い
ま
す
。

　
救
命
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、
通
報
・

応
急
手
当
・
救
急
処
置
・
医
療
処
置
の

4
つ
が
す
ば
や
く
連
携
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
連
携
プ
レ
ー
の
第
一
歩

が
、
あ
な
た
の
通
報
、「
応
急
措
置
」
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

①
早
い
1
1
9
番
通
報

お
ち
つ
い
て
、
は
っ
き
り
と
1
1
9

番
に
通
報
す
る
。

②
早
い
応
急
手
当

救
急
車
到
着
前
の
早
い
心
肺
蘇
生
と

早
い
A
E
D
の
対
応
。

③
早
い
救
急
処
置

救
急
救
命
士
等
の
行
う
高
度
な
救
急

処
置
。

④
早
い
救
命
医
療

医
療
機
関
に
お
け
る
高
度
な
救
命
医

療
。

　
市
消
防
本
部
で
は
応
急
手
当
の
講
習

会
を
数
多
く
開
催
し
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
応
急
措
置
の
方
法
を
マ
ス
タ

ー
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
講
習
会
へ
の

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
消
防
本
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
す
べ
て
の

住
宅
に
設
置
が
必
要
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
か
ら

あ
な
た
と
家
族
の
大
切
な
命
、
財
産
を

守
る
住
宅
防
火
の
切
り
札
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
が
起

き
た
こ
と
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ

る
の
で
、
安
全
な
避
難
と
有
効
な
初
期

消
火
が
で
き
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
て
、

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
！

■
問
合
せ
先
　
市
消
防
本
部

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

お
ぼ

昨年の救急イベントの様子



東海地震

南関東直下プレート境界地震

釜無川断層地震

藤の木愛川断層地震

曽根丘陵断層地震

糸魚川－静岡構造線地震

（棟・人）

6,912

1,763

50,804

38,169

16,888

15,288

30,928

14,949

56,664

56,370

33,505

39,350

371

101

2,425

1,828

809

733

全　壊 半　壊 死者数

1.5以上

1.0以上～1.5未満

0.7以上～1.0未満

0.7未満

安全である

一応安全である

やや危険がある

総合評点 判　定

耐震診断による総合的な耐震判定

倒壊または大破
壊の危険がある

　
3
月
11
日
に
三
陸
沖
を
中
心
と
し
て

発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
は
、
東

北
地
方
を
中
心
に
多
く
の
尊
い
生
命
や

財
産
を
奪
い
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
見

せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
東
海
地
震
、
南

関
東
直
下
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
な
ど
に

よ
り
、
震
度
6
強
の
地
震
が
い
つ
発
生

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
地
震
は
、
突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。

　
大
地
震
で
倒
壊
し
た
建
物
の
多
く
は
、

古
い
構
造
基
準
で
建
築
さ
れ
た
昭
和
56

年
5
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
物
で
す
。

市
に
お
い
て
該
当
す
る
木
造
住
宅
は
、

約
7
0
0
0
棟
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
今
の
状
況
か
ら
誰
も
が
大
地

震
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
家
屋
の
倒
壊
な

ど
の
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
は
知
っ
て

い
ま
す
が
、
自
分
の
家
が
ど
う
な
る
か

を
身
近
な
こ
と
と
し
て
心
配
す
る
人
は

い
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
大
地
震
が

起
き
た
時
に
、
今
住
ん
で
い
る
家
は
大

丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

　
建
物
が
今
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
意
味
か
ら
も

耐
震
診
断
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
改

修
な
ど
を
行
い
、
地
震
に
対
し
万
全
な

備
え
を
講
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
東
日
本
大
震
災
で
の
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
の
多
く
は
、
津
波
の
被
害
に
よ
る

も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

14
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

死
亡
者
（
約
6
4
0
0
名
）
の
約
8
割

が
住
宅
の
倒
壊
等
に
よ
る
圧
死
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
改
修
の
昭
和

56
年
以
前
の
木
造
住
宅
は
、
震
度
7
（
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
最
大
値
）
の
地
震

に
対
し
て
、
全
壊
率
は
9
割
前
後
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
地
震
防
災
計
画
に
よ
る
と
、

こ
れ
か
ら
先
、
本
県
で
想
定
さ
れ
る
地
震
・

被
害
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
診
断
す
る
建
物
の
地
盤
・
基
礎
の
状
態
・

建
物
の
形
状
・
壁
及
び
筋
交
い
の
配
置

や
割
合
・
建
物
の
老
朽
度
な
ど
か
ら
、

地
震
に
対
す
る
体
力
を
総
合
的
に
判
断

す
る
も
の
で
す
。

　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
、

2
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工
法
で
建

築
さ
れ
た
住
宅
を
対
象
に
、
無
料
で
耐

震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
お
申
し
込
み

に
必
要
な
要
件

な
ど
、
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

出典：東京都防災ホームページ内「わが家の対策」

出典：東京都防災ホームページ内「わが家の対策」

　
耐
震
診
断
で
、
総
合
評
点
1
・
0
未

満
と
判
定
さ
れ
た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）

に
つ
い
て
、
耐
震
改
修
工
事
な
ど
や
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
を
行
う
場
合
、

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
対
象

　
市
の
耐
震
診
断
や
山
梨
県
木
造
住

宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

て
行
う
耐
震
診
断
等
を
受
け
た
個
人

住
宅
（
自
己
用
）
で
一
定
の
要
件
（
昭

和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
、

2
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工
法
で

建
築
さ
れ
た
住
宅
）
に
あ
て
は
ま
る

も
の
。

▼
対
象
工
事

　
前
述
の
住
宅
の
耐
震
性
が
総
合
評

点
1
・
0
以
上
と
な
る
よ
う
な
耐
震

改
修
工
事
が
対
象
で
す
。

▼
補
助
金
額

　
耐
震
改
修
な
ど
に
要
す
る
費
用
の

2
／
3
以
内
か
つ
80
万
円
が
上
限
と

な
り
ま
す
。

　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
24
万
円
が

上
限
と
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
補
助
金
も
必
ず
着
手
前

に
申
請
・
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

既
に
着
手
し
た
も
の
や
完
成
し
た
も

の
は
、
補
助
対
象
外
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
地
震
発
生
時
で
は
、
家
具
類
の
転
倒

や
落
下
、
さ
ら
に
は
割
れ
た
ガ
ラ
ス
が

原
因
で
、
命
を
落
と
し
た
り
、
負
傷
す

る
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
や
幼
児
が
い
る
部
屋
に
家
具

が
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
か
。
転
倒
に
よ

り
、
圧
迫
死
や
骨
折
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

　
家
具
の
上
に
、
ガ
ラ
ス
製
品
や
テ
レ

ビ
な
ど
が
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ガ

ラ
ス
の
破
片
は
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

　
部
屋
の
出
入
り
口
や
廊
下
の
階
段
な

ど
に
家
具
類
が
置
い
て
あ
る
と
、
避
難

通
路
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　
壁
や
天
井
に
Ｌ
字
金
具
、
ポ
ー
ル
な

ど
で
固
定
し
て
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
上
下
分
割
し
た
家
具
な
ど
は
、

必
ず
金
具
な
ど
で
連
結
し
て
あ
り
ま
す

か
。

　
食
器
棚
や
ガ
ラ
ス
扉
が
倒
れ
た
り
、

高
所
に
あ
る
テ
レ
ビ
な
ど
が
倒
れ
る
と
、

ガ
ラ
ス
散
乱
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
で
事
前
に
ケ
ガ

防
止
を
。

地
震
発
生
は
火
事
を
誘
発

　
地
震
発
生
時
に
、
食
事
の
時
間
で
あ

っ
た
り
、
寒
い
時
期
で
は
コ
ン
ロ
や
暖

房
器
具
な
ど
に
よ
る
火
事
が
起
こ
る
こ

と
が
、
検
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
動
消
火
装
置
の
あ
る
も
の
や
延
焼

を
防
止
す
る
た
め
、
防
炎
カ
ー
テ
ン
を

使
用
す
る
な
ど
の
対
策
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

　市、自主防災
組織等が緊密な
連携を図り、防
災意識を高める
中で速やかに災
害応急対策が実
施できるよう実
践的な訓練を実
施します。
▼訓練規模　市内132行政区市民を対象に実施し

ます。
▼訓練日時　9月4日（日）午前8時～午前11時10分
▼訓練場所　各行政区で決められた集合場所にて

実施します。（公民館等）

金具補強例

筋交い補強例

昨年の防災訓練の様子＝境川町大窪地区



利用するためには事前の電話予約が必要です!
予約がない便は運行しません。

・はじめて利用するときは、利用者登録をし「利用者登録カード」の交
付を受けてください。｠
・利用する日の７日前から予約が可能です。｠
・予約の受付時間は運行日の午前７時30分から午後５時30分までです。
・出発時間の１時間前までに予約してください。ただし、始発便の予約
は前日までの予約が必要です。

　
笛
吹
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
御
坂
町
若
宮
地
区
〜
石
和
温
泉

駅
間
（
み
さ
か
ル
ー
ト
）
で
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
の
実
証
運
行
（
期
間
を
設
け
て
試
験
的
に

運
行
す
る
こ
と
）
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
初
は
平
成
23
年
9
月
ま
で
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
か
ら
継
続
の
要

望
が
高
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
を
検
証
し
市
の
交
通
需
要
に
見
合
っ
た
運
行

形
態
に
見
直
し
な
が
ら
、
平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年
3
月
ま
で
の
6
カ
月
間
実
証
運
行

を
延
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
運
行
内
容
の
変
更
に
よ
り
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
点
も

あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
自
動
車
社
会
の
進
展
に
よ
り
公
共
交
通
機
関
の
利
用
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
高
齢

者
や
自
家
用
車
を
持
た
な
い
人
な
ど
に
と
っ
て
公
共
交
通
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
公
共

交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
支
え
が
必
要
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
ご
利
用

を
お
願
し
ま
す
。

　　　
石
和
町
富
士
見
地
区
は
、
み
さ
か
ル
ー

ト
沿
線
地
域
と
同
様
に
公
共
交
通
空
白
地

帯
と
し
て
交
通
機
関
運
行
の
需
要
が
高
い

地
域
で
す
。
10
月
か
ら
富
士
見
地
区
〜
石

和
温
泉
駅
間
の
路
線
（
ふ
じ
み
ル
ー
ト
）

を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
動
手
段
を

も
た
な
い
高
齢
者
な
ど
の
日
常
生
活
の
足

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
み
さ
か
ル
ー
ト

と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
デ
マ
ン
ド
交
通

の
利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
み
さ
か
ル
ー
ト
で
は
現
在
15
人
乗
り
の

バ
ス
で
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
か
ら
、
よ
り
小
型

の
車
両
で
も
運
行
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、

10
月
か
ら
は
み
さ
か
ル
ー
ト
、
ふ
じ
み
ル

ー
ト
と
も
に
タ
ク
シ
ー
車
両
を
使
用
し
ま

す
。
小
型
の
車
両
で
効
率
的
な
運
行
を
行

う
と
と
も
に
、
バ
ス
で
は
入
っ
て
行
け
な

い
狭
い
道
で
の
運
行
を
可
能
に
し
た
り
、

停
留
所
を
数
多
く
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
便
性
の
向
上
と
利
用
促
進
が
図
ら
れ
る

こ
と
が
タ
ク
シ
ー
車
両
に
変
更
す
る
メ
リ

ッ
ト
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
運
行
は
、
市
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に

委
託
し
ま
す
。
使
用
す
る
車
両
は
、
み
さ

か
ル
ー
ト
が
セ
ダ
ン
型
タ
ク
シ
ー
（
５
〜

６
人
乗
り
）
、
ふ
じ
み
ル
ー
ト
は
ワ
ン
ボ

ッ
ク
ス
型
タ
ク
シ
ー
（
10
人
乗
り
）
と
な

り
ま
す
。

　
現
在
の
み
さ
か
ル
ー
ト
で
は
一
日
10
便

運
行
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
度
の
低
い
第

1
便
（
午
前
7
時
旧
若
宮
公
民
館
発
）
と

第
10
便
（
午
後
6
時
20
分
石
和
温
泉
駅
発
）

を
廃
止
し
、
一
日
8
便
の
運
行
と
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
利
用
の
ほ
と
ん

ど
が
通
院
や
買
い
物
目
的
に
限
ら
れ
る
と

の
調
査
結
果
か
ら
、
運
行
時
間
帯
を
病
院
、

公
共
施
設
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
開
館
時
間

帯
に
絞
り
込
ん
で
効
果
的
な
事
業
を
行
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　「デマンド交通」とは、利用者が事前に乗りたい場所や時間を電話で予約し、予約した
者同士がそれぞれの目的地まで行く乗り合い型の交通システムです。予約があった時間に
予約のあった区間だけを結んで運行しますので、無人のバスが走行するようなことがなく、
利用者の需要に応じた効果的な運行ができます。バスを使用する「デマンドバス」や、タ
クシー車両を使用する「デマンドタクシー」などがあります。

タクシー
会社へ電
話で予約
します。

みさかルートふじみルート

平成23年10月１日～平成24年３月31日平成23年10月１日～平成24年３月31日運行期間

御坂町上黒駒（旧若宮公民館）～石和温泉駅石和町河内（河内公民館）～石和温泉駅運行区間

月曜日～土曜日（日曜日、祝日、年末年始は運休）月曜日～土曜日（日曜日、祝日、年末年始は運休）運行日

錦生・友喜タクシー(有)
日之出観光自動車(株)（10月～12月）

山梨第一交通(株)石和営業所（翌年１月～３月）

運行事業者

（委託先）

セダン型タクシー（５～6人乗り）

※予約人数に応じて2台まで運行します。

ワンボックス型タクシー（10人乗り）

※予約人数によってセダン型を用いる場合もあります。
使用車両

なごみの湯、笛吹市役所、笛吹中央病院、甲州リハ

ビリテーション病院、石和温泉病院など　29カ所

石和共立病院、笛吹市役所、笛吹中央病院、甲州リハ

ビリテーション病院、石和温泉病院など　28カ所
停留所

１回　200円（※小学生以下無料）

回数券（６枚で1,000円）※２ルート共通

１回　200円（※小学生以下無料）

回数券（６枚で1,000円）※２ルート共通
運賃

・デマンドタクシーを利用できる人は笛吹市内に在住の方です。

・利用するためには「利用者登録票」により事前の登録が必要です。利用登録していただいた方

に「利用者登録カード」、利用案内、停留所ごとの時刻表などを郵送します。

・「利用者登録カード」はみさかルート、ふじみルート共通でご利用いただけます。

・御坂地区のデマンドバスですでに利用登録されている方は、改めて登録する必要はありません。

10月の運行開始までに新しい利用者登録カードと利用案内を郵送します。

利用対象者

利用方法など

河内公民
館発

①
8：00

②
9:15

③
12:45

④
14:45

旧若宮公
民館発

①
8:30

②
9:45

③
13:15

④
15:15

石和温泉
駅発

⑤
10:15

⑥
11:45

⑦
13:45

⑧
16:00

石和温泉
駅発

⑤
10:45

⑥
12:15

⑦
14:15

⑧
16:30

運行時刻

※「利用者登録票」は市役所本庁舎（１Ｆ総合案内・２Ｆ経営企画課）・御坂支所・スコレーセンターなどにあります。

予 約 し た 停 留 所
で降車します。
帰 り の 便 も 同 じ
要 領 で 予 約 し て
く だ さ い 。 行 き
の タ ク シ ー 内 で
も 帰 り の 便 の 予
約ができます。

利用者から
の予約を受
け付けタク
シーを手配
します。

今日の○○時の便
で○○停留所から
○○停留所まで○
人で予約します。

○○さんですね。
今 日 の ○ ○ 時 の
便 の 予 約 を 受 け
付けました。

予約した停留所で「利用
者登録カード」を提示し
て乗車します。
乗 車 の 際
に 運 賃 を
お 支 払 い
ください。

（注）
・この運行経路図は全停留所に停車した場合の基本的な運行ルートを示し

たものです。実際は、デマンド交通は予約があった停留所間だけを最短
距離で結んで運行しますので、常にこの運行経路に沿って運行するとは
限りません。

・◎の停留所は2ルート共用の停留所です。どちらの便もご利用になれます。

■問合せ先　経営企画課　経営政策担当　☎�055（262）4111

※10月の運行開始までにこの広報で紹介した運行ルートや運行内容に変更が生じる場合もありますので、ご了承ください。



　
納
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
場
合
は
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
納
付
が
遅
れ

れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
そ
の
額
は
増
え
て
い
き
ま
す
。
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
に

は
、
督
促
状
な
ど
の
文
書
や
電
話
に
よ
る
催
告
や
必
要
に
応
じ
て
訪
問
し
、
早

期
に
完
納
す
る
よ
う
に
強
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
収
入
や
財
産
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
三
の
催
告
に
応
じ
な
い
場
合

は
、
債
権
や
不
動
産
な
ど
の
財
産
の
調
査
を
行
い
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
後
も
な
お
、
市
税
を
完
納
し
な
い
と
き
は
、
差
し
押
さ
え
た
財

産
を
金
銭
に
換
え
、
滞
納
し
て
い
る
市
税
に
充
て
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
滞
納

を
減
ら
す
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
大
切
な
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
税
の
公
平
性
を
損
な

わ
な
い
よ
う
に
、
特
別
な
理
由
も
な
く
、
決
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
税
金
を

納
付
し
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
滞
納
処
分
を
行
う
等
市
税
の
収
納
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
災
害
や
疾
病
な
ど
に
よ
り
税
額
の
全
部
を
一
時
に
納
付
で
き
な
い
と
き
は
、

徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
徴
収
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
期
間
は
、
原
則
と
し
て
１
年
以
内
の
期
間
で
す

が
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
初
の
徴
収
猶
予
期
間
と
合
わ
せ
て
、

最
大
２
年
ま
で
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
徴
収
が
猶
予
さ
れ
て
い
る
期
間
は
、
税
金
を
分
割
し
て
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
は
、
収
税
課
の
窓
口
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
平
日
に
市
役
所
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
日
曜
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①納税通知書発送

延滞金の発生

⑥公売

②督促状発送（納期限

後20日以内に発送）

③催告(文書や電話）・

納税相談・訪問徴収

④給与調査・預金調

査・財産調査（国税

徴収法第141条）

⑤滞納者の財産の差

し押さえ（不動産・

給与・預貯金等）

◎計算の基礎となる税額に1,000円未満

の端数があるときは、その端数金額を

切り捨てて計算します。

◎計算の基礎となる税額が2,000円未満

であるときは、延滞金は課されません。

◎算出した延滞金額に100円未満の端数

がある場合は、その端数全額を切り捨

てます。

◎算出した延滞金額が1,000円未満であ

る場合は、延滞金は課されません。

①納税者がその財産につき、震災、風水害、

火災の他の災害を受け、または盗難にあ

ったとき

②納税者本人または生計を同一にする親族

が病気になった、または負傷したとき

③納税者がその事業を廃止・休止したとき

④納税者がその事業につき著しい損失を受

けたとき

⑤�①から④に類似する事実があったとき

①納期限の翌日から1カ月を
　経過する日までの期間

②納期限の翌日から1カ月を
　経過した日以降

税額×延滞日数（税額完納
までの日数）×年14.6%

税額×延滞日数（税額完納
までの日数）×年7.3%
※平成23年中は、特例基準割

として年4.3%となります。

納付期限

　
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
完
納
し
な
か

っ
た
と
き
は
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
延
滞
金
の
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
よ
う
な
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
税
金
が
納
付
さ

れ
な
い
と
き
は
滞
納
と
な
り
ま
す
。
滞

納
の
状
態
が
続
く
と
、
督
促
状
を
発
送

し
滞
納
し
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
督
促
手
数
料
１

０
０
円
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
銀
行
等
で
納
付
さ
れ
た
場
合
、

納
付
確
認
に
10
日
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
便
局
で
納
付
さ
れ
た
場
合

は
、
納
付
確
認
に
２
週
間
前
後
を
要
し

ま
す
の
で
、
納
付
済
み
で
も
督
促
状
が

送
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
行
き

違
い
の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
に
は
、

督
促
状
や
催
告
書
な
ど
の
文
書
、
ま
た

は
収
税
課
か
ら
納
付
の
お
願
い
を
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
納
付
や
相
談
が
な
く
、
納

税
の
意
思
が
な
い
場
合
は
、
関
係
機
関

に
調
査
・
照
会
を
行
い
、
給
与
、
預
金
、

不
動
産
な
ど
の
財
産
を
差
押
処
分
し
ま

す
。

　
ま
た
、
住
居
等
の
捜
索
を
行
い
、
財

産
を
差
し
押
さ
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
次
の
理
由
に
よ
り
、
税
金
を
一
時
に

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
認

め
ら
れ
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
、
税
金
を
一
時
に
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
等
を
記

載
し
た
徴
収
猶
予
申
請
書
を
、
収
税
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
猶
予
す
る
税

額
が
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
担
保
の
提
供
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
徴
収

猶
予
申
請
書
は

収
税
課
窓
口
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
が
、
提

出
す
る
前
に
一

度
収
税
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で

安
心
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
社

会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整
備
、

教
育
の
振
興
、
消
防
活
動
な
ど
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業

に
は
、
市
税
が
重
要
な
財
源
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
税
の
収
入
確

保
と
滞
納
額
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
納
税
は
自
主
納
付
が
基
本
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
市
税
を
滞
納
す
る
人
が
増
え
る
と
、

市
の
収
入
が
減
る
だ
け
で
な
く
、
納
期

内
に
納
付
し
て
い
る
人
と
の
不
公
平
が

生
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
滞
納
さ
れ
た
市
税
を
徴
収
す

る
た
め
の
費
用
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
た
市
税
を
使
う
と
い
う
悪
循

環
を
招
き
、
有
効
な
市
税
の
使
い
方
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
滞
納
整
理
を
一
層
強
化
し
て
い

ま
す
。



　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

�　
国
保
は
、
大
き
な
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か

れ
る
た
め
の
制
度
で
す
。
国
保
税
を
一

人
ひ
と
り
が
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
に

よ
り
制
度
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
安
心

し
て
医
療
に
か
か
れ
る
よ
う
に
決
め
ら

れ
た
国
保
税
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　
平
成
22
年
度
以
前
分
の
国
保
税
に
未

納
が
あ
る
世
帯
の
方
は
、
通
常
1
カ
月

の
期
限
付
き
の
保
険
証
の
発
行
に
な
り
、

毎
月
国
保
税
を
納
め
て
い
た
だ
き
更
新

を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
に
示
す
方
に
は
6
カ
月

間
の
保
険
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
9

月
中
に
同
じ
世
帯
の
方
が
更
新
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
対
象
者

○
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
（
高
校
生
以
下
）

○
特
別
徴
収
対
象
者

　
（
国
保
税
の
年
金
天
引
き
対
象
者
）

▼
持
ち
物

　
保
険
証
・
印
鑑

※
今
回
の
有
効
期
限
は
、
平
成
23
年
10

月
1
日
（
土
）
か
ら
平
成
24
年
3
月
31

日
（
土
）
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
納
税
相
談
が
お
済
で
な
い

方
は
、
納
税
相
談
も
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
平
成
23
年
5
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
1
万
8
1
9
2
円
で
し
た
。

4
月
に
比
べ
て
1
1
8
3
円
下
が
り
ま

し
た
が
、
昨
年
同
月
と
比
較
す
る
と

1
5
8
2
円
（
＋
9
・
5
%
）
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
24
年
度
国
保
税
を

引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
の
節
約
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
安
定
し
た
国
保
運
営

の
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　休日や夜間において、軽症の患者さんの救

急医療への受診が増加し、緊急性の高い重症

の患者さんの治療に支障をきたすケースが発

生しています。休日、夜間は医療機関に支払

われる医療費も高く設定されており、窓口負

担も高くなります。

　緊急時以外は、時間外・休日受診はなるべ

く避けましょう。

一人当たり療養給付費

20,000

19,000

18,000

17,000

16,000

H21.5
16,192

〈参考〉
H23.4
19,375

H22.5
16,610

H23.5
18,192

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

これからの推進
委員会の活動に
期待したいね。

今後も引き続き、
意識改革が必要
だよね。

笛ちゃん 吹ちゃん

　『学校生活におい

て』以外の分野では、

「男性優遇」及び「ど

ちらかといえば男性

優遇」（以下、「男性

優遇」）の割合が高

い状況にあります。

　しかし、少しずつ

ではありますが、全

ての分野で「男性優

遇」の割合が低くな

っていて、特に「地

域において」では、

平 成 17 年 に 比 べ

10.2%低くなってい

ます。

　全体では、「賛成である」及
び「どちらかといえば賛成で
ある」（以下、「賛成」）の割合
が平成17年に比べ8.4%低くな
り、「どちらかといえば反対で
ある」及び「反対である」（以
下、「反対」）の割合が3.8%高
くなっています。
　しかし、男性は「賛成」が
47.4%、「反対」が38.6%で「賛
成」が8.8%高くなっています。

　新しい委員を迎えた推進委員会が、男女共同参画に関する
共通の理解を得て、今後の推進活動に取り組んでいくために、

「男女共同参画の基礎」について、県立男女共同参画推進セ
ンターの横山祥子館長に講演していただきました。
　初めて「男女共同参画」について学習したという新委員だ
けでなく、すでに何回も学習を積んでいるベテラン委員も男
女共同参画推進の必要性を強く感じた講演会でした。
　今回は、講演会で学んだ、山梨県における男女共同参画の
現状について、平成23年３月に山梨県県民生活・男女参画課
から発行された「データでみるやまなしの男女共同参画」を
もとに、皆さんにお伝えします。 横山館長の講演を聞く推進委員

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

家庭生活において（H22）

家庭生活において（H17）

学校生活において（H22）

学校生活において（H17）

職場内において（H22）

職場内において（H17）

地域において（H22）

地域において（H17）

社会全体において（H22）

社会全体において（H17）

■男性優遇　■どちらかといえば男性優遇　■平等　■どちらかといえば女性優遇
■女性優遇　■わからない　□無回答

（資料：県民生活・男女参画課　平成17年度及び平成22年度「男女共同参画に関する県民意識・実態調査」）

12.7 42.3 32.4 5.6 3.9

15.5 46.6 25.6 5.4 2.7

1.21.2 62.67.7 3.0 13.2 11.4

11.9 52.3 15.23.8 14.0

16.8 43.0 22.2 5.8 7.3

17.7 43.1 19.6

3.7

3.9 6.0 8.4

13.6 39.4 28.8 9.12.6 5.8

17.0 46.2 22.5 2.7 5.15.6

14.3 51.4 19.1 3.1 6.5 4.6

18.0 53.7 14.4 3.7 4.3 5.5

1.5 1.51.5 1.5

2.2 2.12.2 2.1

0.80.8

1.71.7
1.01.0

1.21.2

0.70.7

0.90.9

1.41.4

0.80.8

0.40.4

各分野における男女の不平等感

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

全体（H22）

全体（H17）

女性（H22）

女性（H17）

男性（H22）

男性（H17）

■賛成である　■どちらかといえば賛成である　■どちらかといえば反対である
■反対である　■わからない　□無回答

（資料：県民生活・男女参画課　平成17年度及び平成22年度「男女共同参画に関する県民意識・実態調査」）
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ふ
る
さ
と
の
祭
り
シ
リ
ー
ズ
第
四
回

で
は
、
下
黒
駒
石
尊
祭
を
中
心
に
、
市

内
各
地
に
伝
わ
る
石
尊
祭
を
紹
介
し
ま

す
。

　
石
尊
信
仰
は
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市

の
大
山
阿
夫
利
神
社
に
由
来
し
ま
す
。

こ
の
神
社
の
あ
る
大
山
は
、
ま
た
の
名

を
「
雨
降
山
」
と
い
い
ま
す
。
常
に
雲

や
霧
を
生
じ
、
雨
を
降
ら
す
こ
と
か
ら

こ
の
名
が
起
こ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
山
頂
に
霊
石
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
「
石
尊
大
権
現
」
と
称
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
笛
吹
市
御
坂
町
周
辺
は
、
水
不
足
や

洪
水
に
よ
る
被
害
が
多
く
、
水
に
苦
労

し
た
地
域
で
し
た
。
特
に
下
黒
駒
地
域

で
は
石
尊
信
仰
が
盛
ん
で
、
盛
大
な
祭

り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
黒
駒
石
尊
祭
は
、
3
0
0
年
以
上

前
か
ら
伝
わ
る
伝
統
行
事
で
毎
年
8
月

23
日
、
御
坂
町
下
黒
駒
の
天
神
社
境
内

で
行
わ
れ
ま
す
。
境
内
の
堀
に
ふ
ん
ど

し
姿
の
青
年
た
ち
が
飛
び
込
み
、
「
ざ

ん
げ
　
ざ
ん
げ
　
ろ
っ
こ
ん
し
ょ
う
じ
ょ

う
　
な
む
せ
き
そ
ん
だ
い
ご
ん
げ
ん
　
だ

い
て
ん
ぐ
　
し
ょ
う
て
ん
ぐ
」
と
唱
え

な
が
ら
水
を
掛
け
合
う
御
垢
離
取
り
を

行
い
、
水
難
水
防
、
病
魔
退
散
を
祈
り

ま
す
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
だ
い
て
ん

ぐ
　
し
ょ
う
て
ん
ぐ
」
と
は
大
山
阿
夫

利
神
社
摂
社
奥
社
（
※
）
に
祭
ら
れ
て

い
る
「
オ
オ
イ
カ
ツ
チ
」「
タ
カ
オ
カ
ミ
」

の
こ
と
で
す
。
お
祭
り
の
際
に
は
、
地

元
下
黒
駒
区
民
謡
部
の
踊
り
や
甲
斐
の

国
御
坂
天
雷
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
な
ど

が
行
わ
れ
、
各
地
か
ら
大
勢
の
方
が
訪

れ
ま
す
。

　
石
尊
信
仰
は
市
内
各
地
に
見
ら
れ
ま

す
。
下
黒
駒
の
よ
う
な
盛
大
な
祭
り
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
各
地
に
残
る

「
石
尊
山
」
や
「
阿
夫
利
」
と
彫
ら
れ

た
石
碑
な
ど
は
そ
の
名
残
り
で
す
。
ま

た
、
石
和
町
中
川
と
御
坂
町
成
田
の
境

界
付
近
の
鎌
倉
街
道
沿
い
に
は
「
富
士

大
山
道

＝
（
富
士
山
、
大
山
阿
夫
利
神

社
方
面
を
指
す
）
」
と
「
中
山
道

＝
（
広

厳
院
方
面
を
指
す
）
」
と
刻
ま
れ
た
天

保
2
年
（
1
8
3
1
年
）
の
道
標
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
江
戸
時
代

に
石
尊
信
仰
、
大
山
詣
が
盛
ん
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（
※
）
摂
社
…
本
社
に
付
属
し
、
そ
の
祭
神
と

縁
故
の
深
い
神
を
祭
っ
た
神
社
。
本
社
と

末
社
と
の
間
に
位
し
、
本
社
の
境
内
に
あ

る
も
の
を
境
内
摂
社
、
境
外
に
あ
る
も
の

を
境
外
摂
社
と
い
う
。

（
※
）
奥
社
…
神
社
で
、
本
社
よ
り
奥
に
あ
る

神
社
。
奥
宮
。

お
お
や
ま
あ
ふ
り
じ
ん
じ
ゃ

あ
ふ
り
や
ま

ま
つ

せ
き
そ
ん
だ
い
ご
ん
げ
ん

せ
っ
し
ゃ
お
く
し
ゃ

石尊祭での水掛け

下黒駒石尊祭会場の天神社

阿夫利天神（下黒駒）

大山、中山分岐道標

お
�

こ
�

り

な
か
や
ま
み
ち

も
う
で

ま
る
お

ち
ょ
う
け
ん

ゆ
め
や

1957年1月　�提供��中央公論新社

　　
9
月
10
日
（
土
）
か
ら
11
月
6
日
（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　
深
沢
七
郎
は
、
1
9
1
4
（
大
正
3
）

年
、
笛
吹
市
石
和
町
市
部
に
生
ま
れ
、

1
9
３
１
（
昭
和
６
）
年
、
旧
制
日
川

中
学
校
（
現
県
立
日
川
高
等
学
校
）
を

卒
業
す
る
と
、
中
学
の
頃
か
ら
熱
中
し

て
い
た
ギ
タ
ー
を
本
格
的
に
習
い
始
め
、

ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
た
り
、

戦
後
は
日
劇
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の

公
演
に
出
演
す
る
な
ど
、
ギ
タ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
1
9
5
6
（
昭
和
31
）
年
、
42
歳
の
時

に
、
日
劇
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
演

出
家
・
丸
尾
長
顕
の
す
す
め
で
、
第
1

回
「
中
央
公
論
」
新
人
賞
に
応
募
、
満

場
一
致
で
「
　
山
節
考
」
の
受
賞
が
決

定
し
ま
し
た
。

　「
山
と
山
が
連
（
つ
ら
な
）
つ
て
い
て
、

ど
こ
ま
で
も
山
ば
か
り
で
あ
る
」
の
書

き
出
し
で
始
ま
る
「
　
山
節
考
」
は
、

姥
捨
て
伝
説
に
取
材
し
、
笛
吹
市
境
川

町
の
大
黒
坂
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
執
筆
さ

れ
ま
し
た
。
選
考
委
員
の
三
島
由
紀
夫

は
「
総
身
に
水
を
浴
び
た
よ
う
な
感
じ

が
し
た
」
と
評
し
、
正
宗
白
鳥

は
「
人
生
永
遠
の
書
の
一
つ
と

し
て
心
読
し
た
つ
も
り
で
あ
る
」

と
絶
賛
す
る
な
ど
当
時
の
文
壇

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
　
山
節
考
」
は
映

画
化
さ
れ
、
舞
台
で
も
上
演
さ

れ
る
な
ど
、
広
く
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
仏
訳
を

は
じ
め
世
界
各
国
の
言
語
に
翻

訳
さ
れ
、
多
く
の
読
者
を
得
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
1
9
5
8
（
昭
和
33
）
年
に

は
、
書
き
下
ろ
し
『
笛
吹
川
』
を
刊
行
。

武
田
家
の
盛
衰
を
背
景
に
、
笛
吹
川
沿

い
の
農
民
一
家
の
繰
り
返
さ
れ
る
生
と

死
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
発
表
直
後

か
ら
批
評
家
間
で
そ
の
評
価
が
分
か
れ
、

誌
上
で
論
争
と
な
る
な
ど
話
題
を
呼
び

ま
し
た
。

　
1
9
6
5
（
昭
和
40
）
年
、
七
郎
は
、

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
に
居
を
定
め
、

「
ラ
ブ
ミ
ー
農
場
」
と
称
し
て
、
自
給

自
足
の
生
活
に
入
り
ま
す
。
ラ
ブ
ミ
ー

農
場
に
は
、
小
説
家
の
立
松
和
平
、
嵐

山
光
三
郎
、
芸
術
家
の
篠
原
勝
之
や
、

深
沢
を
慕
う
多
く
の
若
者
ら
が
訪
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
6
年
後
に
は
、
東
京

の
東
向
島
に
今
川
焼
屋
「
夢
屋
」
を
開

業
す
る
な
ど
、
意
表
を
突
く
行
動
は
マ

ス
コ
ミ
の
関
心
を
呼
び
ま
し
た
。

　
1
9
7
9
（
昭
和
54
）
年
6
月
、
後

期
の
代
表
作
と
な
る
「
み
ち
の
く
の
人

形
た
ち
」
を
発
表
、
2
年
後
に
谷
崎
潤

一
郎
賞
を
受
賞
し
ま
す
が
、
１
９
８
７

（
昭
和
62
）
年
8
月
、
心
不
全
の
た
め

73
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍
し
た
深

沢
七
郎
の
作
品
に
は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
　

山
節
考
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
音
楽
が

様
々
な
形
で
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

「
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
は
病
む
こ
と
と

同
じ
だ
と
私
は
思
う
。
ど
う
抵
抗
し
て

も
弾
く
こ
と
は
や
め
ら
れ
な
い
。
（
略
）

小
説
を
書
く
こ
と
も
、
ま
た
、
病
気
だ

と
思
う
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
深
沢
七
郎
の
起
伏
に
富

ん
だ
生
涯
と
作
品
の
世
界
を
、
原
稿
・

書
簡
・
愛
用
の
ギ
タ
ー
な
ど
約
1
5
0

点
の
資
料
に
よ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
室
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▼
休
館
日

9
月
12
日
（
月
）
、
20
日
（
火
）
、
26
日

（
月
）
、
10
月
3
日
（
月
）
、
17
日
（
月
）

▼
観
覧
料

　
一
　
　
般
　
6
0
0
円
（
4
8
0
円
）

　
大
・
高
生
　
4
0
0
円
（
3
2
0
円
）

　
中
・
小
生
　
2
5
0
円
（
2
0
0
円
）

※
（
　
）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
、

宿
泊
者
割
引
料
金
で
す
。
小
・
中
・

高
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日
は

無
料
。
県
内
の
65
歳
以
上
の
方
、
障

害
者
及
び
介
護
者
は
無
料
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
文
学
館

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
8
0
8
0

　
℻
0
5
5
（
2
2
6
）
9
0
3
2

「　山節考」原稿



　
風
の
そ
よ
ぐ
音
や
、
小
川
の
せ
せ
ら

ぎ
の
様
な
音
を
会
場
の
皆
さ
ん
の
心
に

お
届
け
し
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
25
日
（
日
）

開
場
　
午
後
1
時

開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　

集
会
室

▼
出
演
　
ア
ル
レ
弦
楽
四
重
奏
団
、
シ

ュ
オ
ン
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
、
N
S
O
弦

楽
四
重
奏
団
、
マ
リ
ン
バ
独
奏
、
ピ

ア
ノ
独
奏
、
N
S
O
木
管
五
重
奏
団
、

ゴ
ー
シ
ュ
の
会
（
チ
ェ
ロ
合
奏
）
、
ソ

プ
ラ
ノ
独
唱
、
朗
読

▼
曲
目
　
ハ
イ
ド
ン
作
曲
弦
楽
四
重
奏

曲
『
ひ
ば
り
』
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ジ

ャ
ー
ス
作
曲

『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』
、
会
場
の
皆
さ
ん
と

合
唱
�

他

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
的
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
「
キ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」
に
よ
る
楽
し

い
ダ
ン
ス
公
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

創
造
性
豊
か
で
、
誰
に
で
も
楽
し
め
る

現
代
ダ
ン
ス
を
ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
ダ
ン
ス
公
演

　
　
「
ム
ス
ビ
ー
ナ
と
ヒ
ロ
ゲ
ス
ト
」

▼
日
時
　
10
月
1
日
（
土
）

開
場
　
午
後
3
時
30
分

開
演
　
午
後
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
�

集
会
室

▼
入
場
料
　
大
人
1
0
0
0
円
、

　
高
校
生
以
下
5
0
0
円
（
全
席
自
由
）

キ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〈
わ
く
わ
〜
く
シ
ョ
ッ
プ
〉

▼
対
象
　
小
学
4
年
生
以
上
で
2
晩
続

け
て
参
加
で
き
る
方

▼
日
時
　
9
月
27
日
（
火
）
、
29
日
（
木
）

　
午
後
7
時
〜
9
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　

集
会
室

▼
参
加
料
　
1
人
1
0
0
0
円
（
10
月

1
日
の
公
演
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
付
き
）

　
1
9
6
3
年
か
ら
31
年
の
間
、
カ
ラ

ヤ
ン
・
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
を
支
え
た
元

ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ

ー
の
レ
オ
ン
・
シ
ュ
ピ
ー
ラ
ー
氏
と
、

山
梨
交
響
楽
団
に
よ
る
豪
華
な
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
2
日
（
日
）

開
場
�

午
後
1
時
30
分

開
演
�

午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　

集
会
室

▼
指
揮
　
薬
袋
　
貴

管
弦
楽
　
山
梨
交
響
楽
団

特
別
ゲ
ス
ト
　
レ
オ
ン
・
シ
ュ
ピ
ー

ラ
ー
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

▼
曲
目
　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
　
ロ
ン
ド

マ
ス
ネ
作
曲
　
タ
イ
ス
の
瞑
想
曲

久
石
譲
作
曲
　
音
楽
物
語
「
と
な
り

の
ト
ト
ロ
」
　
他

▼
入
場
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

アルレ弦楽四重奏団

スコレーセンターでのシュピーラー氏と山梨交響楽団
（一昨年に開催したときの様子）

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
10

月
8
日
（
土
）
か
ら
10
日
（
月
・
祝
）
の
3
日

間
、
全
国
か
ら
音
楽
愛
好
家
が
集
い
、

多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

♪
�

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
10
月
8
日
（
土
）

開
場
　
午
後
0
時
30
分

開
演
　
午
後
1
時

▼
曲
目
　
ピ
ア
ノ
四
重
奏
第
1
番
・
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
　
他

♪
�

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
入
場
無
料
）

▼
日
時
　
10
月
8
日
（
土
）�

午
後
5
時

▼
日
時
　
10
月
9
日
（
日
）

　
○
正
午
　
○
午
後
5
時

♪
�

和
太
鼓
演
奏（
入
場
無
料
）

▼
日
時
　
10
月
10
日
（
月
・
祝
）�

正
午

♪
�

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
10
月
10
日
（
月
・
祝
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
曲
目
　

　
交
響
曲
第
1
番
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
　
他

▼
入
場
料
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
の

セ
ッ
ト
で
1
0
0
0
円
（
高
校
生
以

下
5
0
0
円
）

■
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

▼
日
時
　
10
月
8
日
（
土
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時

　
開
会
　
午
後
2
時

　
閉
会
　
午
後
3
時
30
分
（
予
定
）

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
講
師
　
山
梨
む
か
し
が
た
り
の
会
（
代

表
　
藤
巻
愛
子
氏
）

▼
定
員
　
3
0
0
人

P
T
A
対
象
の
研
修
会
で
す
が
、
一

般
の
方
の
参
加
も
可

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
9
月
12
日
（
月
）
か
ら

P
T
A
会
員
は
、
所
属
の
学
校
に
、

一
般
の
方
は
、
石
和
南
小
学
校
教
頭
に
、

電
話
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
P
T
A
連
合
会

調
査
研
究
部
（
石
和
南
小
学
校
　
教
頭
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
2
8
0
9

　
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
職
業
紹
介

な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
、

若
者
の
就
職
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

▼
対
象
　
お
お
む
ね
15
歳
〜
39
歳
ま
で

の
若
年
者
（
失
業
者
、
転
職
希
望
者
、

フ
リ
ー
タ
ー
、
学
生
等
）

な
お
、
生
活
・
就
労
相
談
に
つ
い
て

は
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
日
時
　
9
月
29
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か

▼
内
容

○
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
　
専
門
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就
職
相
談

○
職
業
適
性
診
断
　
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

職
業
適
性
診
断
、
専
門
職
員
に
よ
る

職
業
訓
練
相
談

○
職
業
紹
介
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に

よ
る
職
業
相
談
、
求
人
情
報
の
提
供
、

職
業
紹
介

○
生
活
・
就
労
相
談
　
生
活
資
金
や
住

宅
問
題
な
ど
の
相
談
支
援
、
情
報
提
供

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
希
望
さ
れ
る
方
の
み
事
前
に
電
話
、

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
は

申
し
込
み
不
要
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し

　
☎
0
5
5
（
2
3
3
）
4
5
1
0

　
実
際
の
法
廷
で
模
擬
裁
判
を
体
験
し

た
り
、
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
見
学
や
記

念
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
小
学
校
高
学
年
及
び
中
学
生

▼
日
時
　
10
月
15
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

（
甲
府
市
中
央
1
―
10
―
7
）

裁
判
員
候
補
者
待
合
室
（
3
階
）
・
法

廷
（
2
1
1
号
法
廷
）

▼
定
員
　
30
名
程
度
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
間

　
9
月
1
日
（
木
）
〜
10
月
5
日
（
水
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
甲
府
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
1
1
3
3

・
甲
府
地
方
検
察
庁
企
画
調
整
課

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
7
2
3
4



　
2
0
1
1
年
は
武
田
信
玄
と
上
杉
謙

信
が
一
騎
打
ち
を
し
た
川
中
島
の
戦
い

（
1
5
6
1
）
年
か
ら
4
5
0
年
に
あ
た

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
川
中
島
の
戦
い
に

つ
い
て
紹
介
す
る
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
10
日
（
土
）
〜
26
日
（
月
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
県
立
博
物
館

▼
入
館
料
　
大
人
5
0
0
円
（
常
設
展

観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

金
川
の
森
公
園
祭
り

　
金
川
の
森
で
お
祭
り
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時
　
10
月
9
日
（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
4
時

※
荒
天
中
止

▼
場
所
　
森
林
公
園
金
川
の
森

　
「
ど
ん
ぐ
り
の
森
」

▼
内
容

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
木
工
体
験
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど

○
販
売
コ
ー
ナ
ー

　
軽
食
、
野
菜
、
果
物
、
パ
ン
、
植
木
、

木
工
製
品
、
ワ
イ
ン
な
ど

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
衣
類
、
日
用
雑
貨
、
遊
休
品
、
手
工

芸
品
な
ど

○
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー

　
似
顔
絵
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
似

顔
絵
の
無
料
体
験

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
午
前
10
時
30
分
か
ら
　
太
鼓
演
奏
（
山

梨
園
芸
・
笛
吹
高
等
学
校
す
い
れ
き

太
鼓
部
の
皆
さ
ん
）

・
正
午
か
ら
　
祭
り
ば
や
し
（
笛
吹
市

　
東
原
和
歌
囃
子
保
存
会
の
皆
さ
ん
）

・
午
後
1
時
か
ら
　
演
舞
（
じ
ょ
い
そ

ー
ら
ん
の
皆
さ
ん
）

環
境
講
座
「
リ
サ
イ
ク
ル
を
学
ぶ
」

　
産
業
廃
棄
物
や
一
般
家
庭
の
廃
棄
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
と
共
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
見
学
し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
15
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
和
泉
智
哉
氏
（
鈴
健
興
業
〈
株
〉

統
括
本
部
長
）

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
靴
、

筆
記
用
具

■
申
込
受
付
　
9
月
15
日
（
木
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

金
川
の
森
「
き
の
こ
鑑
定
会
」

　
専
門
家
に
キ
ノ
コ
を
鑑
定
し
て
も
ら
い
、

食
用
キ
ノ
コ
と
毒
キ
ノ
コ
の
見
分
け
方

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
22
日
（
土
）

　
受
付
　
当
日
随
時

　
開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

※
雨
天
決
行

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
柴
田
尚
氏

　
（
県
森
林
総
合
研
究
所
研
究
管
理
幹
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
近
隣
の
野
山
で
採
れ
た
キ

ノ
コ
と
筆
記
用
具

愛
犬
の
た
め
の
マ
ナ
ー
教
室

　
愛
犬
の
し
つ
け
方
や
飼
い
主
の
マ
ナ

ー
の
向
上
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
29
日
（
土
）

　
受
付
　
午
後
1
時
か
ら

　
開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

※
雨
天
の
場
合
、
10
月
30
日
（
日
）
に
延
期

▼
場
所
　
金
川
の
森
　
ス
ポ
ー
ツ
の
森

内
第
2
駐
車
場

▼
講
師
　
小
幡
香
利
氏
（
日
本
レ
ス
キ

ュ
ー
協
会
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
愛
犬
数
　
1
人
1
匹
ま
で

▼
参
加
費
　
無
料

■
申
込
受
付
　
9
月
29
日
（
木
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
皆
さ
ん
の
下
水
道
事

業
に
対
す
る
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
一

層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
11
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
　
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
4
1
7
）

※
駐
車
場
あ
り
。

▼
内
容
　

○
下
水
道
施
設
見
学
会
・
教
室
、
下
水

道
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
下
水
道
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
等
の
展
示
、
水
質
実
験

○
御
陣
屋
太
鼓
（
石
和
南
小
）
の
演
奏
、

フ
ア
フ
ア
、
子
供
向
け
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

○
来
場
記
念
特
製
パ
ン
、
花
の
鉢
植
え
、

か
き
氷
、
麦
茶
な
ど
の
無
料
配
布

○
お
楽
し
み
抽
選
会
、
来
場
記
念
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど

※
雨
天
時
に
は
、
一
部
の
催
し
物
が
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
主
催
　
山
梨
県
他

■
問
合
せ
先
　
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
2
7
3
8

　
市
民
を
対
象
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
各
地

区
役
員
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
9
日
（
水
）

▼
場
所
　
境
川
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

▼
競
技
方
法
　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

▼
順
位
決
定
　
ペ
リ
ア
方
式

▼
定
員
　
1
8
0
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

　
（
プ
レ
ー
費
は
自
己
負
担
）

▼
プ
レ
ー
費
　

①
キ
ャ
デ
ィ
ー
　
食
事
付
き
　

　
1
万
3
0
0
0
円
位
　

②
セ
ル
フ
　
食
事
付
き
　
1
万
円
位

▼
申
込
方
法
　
参
加
希
望
者
は
①
、
②

を
選
択
し
て
地
区
役
員
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
2
人
で
も
4
人
で
も
受
付
け
ま
す
。

▼
申
込
締
切
　
10
月
15
日
（
土
）

▼
申
込
（
地
区
役
員
）

○
石
和
　
竹
村

　
☎
0
9
0
（
2
6
5
5
）
3
3
1
1

○
一
宮
　
吉
岡

　
☎
0
9
0
（
3
2
4
2
）
3
2
7
5

○
春
日
居
�

窪
田

�
☎
0
9
0
（
1
4
5
3
）
5
1
0
0

○
境
川
　
斉
藤

　
☎
0
9
0
（
4
7
4
7
）
8
3
6
5

○
御
坂
　
雨
宮

　
☎
0
9
0
（
8
8
9
1
）
5
2
8
3

○
八
代
　
北
嶋

　
☎
0
9
0
（
3
5
2
5
）
3
4
4
6

■
問
合
せ
先

　
市
ゴ
ル
フ
連
盟
事
務
局
（
竹
内
）

　
☎
0
9
0
（
3
2
4
3
）
8
6
7
1

　
学
芸
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
　
臨
時
職
員
1
人

▼
勤
務
日
・
時
間

○
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、
国
民
の

祝
日
に
当
た
る
日
は
休
業
）

○
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

▼
資
格

○
博
物
館
学
芸
員
の
資
格
・
普
通
免
許

を
有
し
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

○
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
指
導
し
た

経
験
の
あ
る
方

▼
賃
金
　
日
額
9
0
0
0
円

▼
手
当
　
12
月
に
日
額
10
日
分
の
特
別

賃
金
及
び
規
定
を
満
た
す
場
合
、
別

途
通
勤
手
当
相
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
各
種
保
険

　
　
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・
雇

用
保
険
加
入
有
り
。

▼
勤
務
内
容

　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
（
寺
院
・
役

所
跡
な
ど
）
、
史
跡
整
備
に
関
す
る

関
連
事
務
、
文
化
財
の
保
護
・
活
用

関
連
業
務

▼
選
考
方
法

　
書
類
選
考
及
び
面
接

▼
提
出
書
類

　
履
歴
書
（
発
掘
調
査
履
歴
を
含
む
）

▼
申
込
期
限
　
9
月
16
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
森
づ
く
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
経

費
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
募
集
内
容

　
恩
賜
林
へ
の
理
解
と
1
0
0
周
年

の
周
知
を
図
り
、
森
林
に
対
す
る
関

心
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
経
費
（
上
限
20
万
円
）

が
助
成
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
11
月

6
日
（
日
）
ま
で
に
開
催
で
き
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
期
限
　
9
月
30
日
（
金
）
必
着

※
応
募
期
間
内
で
も
、
応
募
多
数
の
場

合
は
、
募
集
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
募
集
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
せ
先
　
恩
賜
林
御
下
賜

1
0
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

�
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
6
6
2

　
あ
な
た
の
心
に
残
こ
る
医
療
に
関
す

る
思
い
出
を
作
文
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
応
募
規
格

小
学
生
以
上
の
県
内
在
住
者
、
県
出

身
者
、
ま
た
は
県
内
で
の
体
験
者

▼
規
定

　
1
2
0
0
字
か
ら
2
0
0
0
字

　
作
品
の
表
紙
に
題
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学

校
名
、
学
年
）
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
作
品
は
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。
（
点
字
可
）

▼
締
切
　
10
月
31
日
（
月
）
必
着

▼
発
表
　
平
成
24
年
1
月
中
旬
、
山
梨

日
日
新
聞
紙
上
で
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

〒
4
0
0
―
８
５
１
５

甲
府
市
北
口
2
―
6
―
10
　

山
日
Y
B
S
事
業
局

「
ふ
れ
あ
い
医
療
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
係
」

☎
0
5
5
（
2
3
1
）
3
1
2
1
（
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）



　
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
各

農
園
に
お
い
て
、
県
峡
東
地
域
普
及
セ

ン
タ
ー
職
員
な
ど
の
専
門
技
術
指
導
員

を
講
師
と
し
て
、
こ
の
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

　
受
講
者
に
は
、
果
樹
栽
培
技
術
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
1
冊
に
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

「
桃
・
ぶ
ど
う
日
本
一
の
郷
」
を
市
民

の
力
で
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
農
業
技
術
の
習

得
に
意
欲
の
あ
る
方

▼
日
程
　
11
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬
に

か
け
て
11
日
間
を
予
定

※
詳
し
く
は
申
込
者
に
追
っ
て
通
知
し

ま
す
。

▼
内
容
　
桃
、
ぶ
ど
う
、
柿
、
ス
モ
モ

の
剪
定
（
受
講
す
る
果
樹
を
選
択
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
）

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
窓
口
、
ま
た
は
お
電
話

に
て
受
付
け
ま
す
。

▼
申
込
締
切
　
10
月
14
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
援
農
支
援
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
一
宮
支
所
1
階
�

笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
1
3
0

　
植
木
管
理
の
基
本
知
識
、
技
能
等
を

習
得
し
、
緑
地
管
理
に
必
要
な
機
械
器

具
の
取
り
扱
い
方
法
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
　
就
業
・
就
職
を
希
望
す
る
55

歳
以
上
の
高
齢
者

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登

録
が
必
要
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
3
日
（
月
）
〜
17
日
（
月
）

　
（
全
8
日
間
）

▼
場
所
　
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　
（
御
坂
町
成
田
1
4
5
6
）

▼
定
員
　
20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
9
月
16
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
（
社
）
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
8
3
8
3

・
問
合
せ
先
　
（
社
）
笛
吹
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
3
9
）
8
3
0
0

　
企
業
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
方
（
及

び
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方
）

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で

の
複
式
簿
記
記
帳
を
学
び
、
我
が
家
の

農
業
経
営
を
分
析
し
て
経
営
改
善
に
役

立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
時
期

　
平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
3
月

▼
場
所
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

▼
内
容
・
定
員

①
パ
ソ
コ
ン
簿
記
入
門
コ
ー
ス
（
全
10

回
程
度
）
　
定
員
20
名

②
パ
ソ
コ
ン
簿
記
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ

ー
ス
（
全
6
回
程
度
）
定
員
30
名

※
コ
ー
ス
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
①
、
②
と
も
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

受
講
年
数
の
少
な
い
方
が
優
先
さ
れ

ま
す
の
で
、
受
講
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料

　
①
2
7
0
0
円
　
②
7
0
0
円

▼
申
込
締
切
　
10
月
7
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
峡
東
農
務
事
務

所
　
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
0
7

℻
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
0
9

エ
ク
セ
ル
基
礎（
第
2
回
）

▼
対
象
　
文
字
入
力
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

▼
日
時
　
11
月
10
日
（
木
）・
11
日
（
金
）・

14
日
（
月
）・
15
日
（
火
）・
17
日
（
木
）・
18

日
（
金
）

　
計
6
日
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

　
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
間

　
9
月
9
日
（
金
）
〜
11
月
2
日
（
水
）

エ
ク
セ
ル
応
用（
第
2
回
）

▼
対
象
　
「
エ
ク
セ
ル
」
の
基
本
操
作
が

で
き
る
方

▼
日
時
　
11
月
21
日
（
月
）・
22
日
（
火
）・

24
日
（
木
）・
25
日
（
金
）・
28
日
（
月
）・
29

日
（
火
）

　
計
6
日
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

　
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
間

　
9
月
21
日
（
水
）
〜
11
月
14
日
（
月
）

▼
場
所
　
と
も
に
県
立
産
業
技
術
短
期
大

学
校
（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
３
０
８
）

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
応
募
状
況
等
に
よ
っ
て
は
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

　
市
テ
ニ
ス
協
会
は
、
次
の
と
お
り
テ

ニ
ス
教
室
（
硬
式
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人

で
初
級
者
の
方

▼
日
時
　
9
月
16
日（
金
）〜
10
月
21
日（
金
）

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
計
6
回
）

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円

　
（
コ
ー
ト
・
照
明
代
、
ボ
ー
ル
代
等
）

▼
持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ

ー
ズ
・
タ
オ
ル
等

▼
申
込
方
法
　
9
月
1
日
（
木
）
か
ら
電

話
で
受
付
け
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
テ
ニ
ス
協
会

（
早
川
）
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
2
0
5
0

　
　
　（
午
後
１
時
〜
７
時
）

（
吉
岡
）☎
0
5
5
3（
2
6
）2
7
5
7

　
障
が
い
者
の
社
会
参
加
促
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、
社
会
見
学
バ
ス
を
行
い

ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
宅
障
が
い
者

（
介
助
な
ど
が
必
要
な
方
は
、
介
助
で

き
る
方
が
ご
同
伴
く
だ
さ
い
）

▼
日
時

①
9
月
29
日
（
木
）
　
②
10
月
8
日
（
土
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時
30
分

（
両
日
と
も
）

※
参
加
日
は
、
ど
ち
ら
か
希
望
す
る
日

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
行
き
先
　
上
野
動
物
園

※
雨
天
の
場
合
は
新
羽
田
国
際
空
港
・

夢
の
島
熱
帯
植
物
園
と
な
り
ま
す
。

▼
定
員
　
両
日
と
も
各
70
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
人
　
2
0
0
0
円

▼
申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各
地
域
事

務
所
ま
た
は
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え

ふ
き
」
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
事
前
に
見
学
施
設
の
減
免
申
請
を
行

う
た
め
、
申
し
込
み
の
際
、
障
害
者

手
帳
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▼
受
付
期
間

9
月
5
日
（
月
）
〜
9
日
（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
お
電
話
で
の
申
し
込
み
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ

え
ふ
き
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
現
在
お
持
ち
の
「
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
金
受
給
者
証
」
は
、
10
月

31
日
（
月
）
に
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り

ま
す
。

　
更
新
の
受
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
必
ず

更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　
9
月
12
日
（
月
）
〜
10
月
5
日
（
水
）

▼
申
請
場
所

福
祉
総
務
課
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
ま
た
は
各
支
所

▼
持
参
す
る
も
の

○
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障

害
基
礎
年
金
証
書
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

証
書
の
う
ち
該
当
す
る
も
の

（
複
数
お
持
ち
の
方
は
、
そ
れ
ら
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

○
医
療
保
険
証

○
印
鑑

※
平
成
23
年
1
月
1
日
に
市
内
に
住
所

を
有
し
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
1
月
1
日
に
住
民
登
録
し

て
い
た
市
町
村
の
発
行
し
た
世
帯
全

員
分
の
所
得
課
税
証
明
（
所
得
状
況

確
認
の
た
め
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
所
得
状
況
は
毎
年
変
わ
り
ま

す
。
受
給
要
件
に
あ
た
る
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
で
、
現
在
は
所
得
制
限

に
よ
り
受
給
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

方
も
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
要
件
に
あ
た
る
障
が
い

・
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
以
上

・
療
育
手
帳
A
判
定

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
2
級
以
上

・
国
民
年
金
法
お
け
る
障
害
基
礎
年
金

の
1
・
2
級
の
受
給
者

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
児
童

■
問
合
せ
先

福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
昭
和
館
は
、
東
京

都
千
代
田
区
に
平
成

11
年
に
開
館
し
た
、

戦
中
・
戦
後
の
国
民

生
活
上
の
労
苦
を
後

世
代
に
伝
え
る
国
立

の
施
設
で
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
ご
来

館
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
場
所

　
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
1
―
6
―
1

■
問
合
せ
先
　
昭
和
館

　
☎
0
3
（
3
2
2
2
）
2
5
7
7



　
市
で
は
、
市
民
が
一
人
ひ
と
り
が
安

心
し
て
い
き
い
き
と
す
こ
や
か
に
満
足

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
健
康
目
標

と
数
値
目
標
を
定
め
た
「
笛
吹
市
健
康

増
進
計
画
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
運
動
不
足
は
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
1
月
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と

『
汗
を
か
く
運
動
を
す
る
人
の
割
合
（
週

1
回
以
上
）
』
は
30
歳
〜
64
歳
28
・
４

％
、
65
歳
〜
80
歳
37
・
9
％
で
し
た
。

平
成
18
年
度
の
調
査
時
と
比
べ
低
下
し

て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
年
齢
相
応
の

体
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
体
操
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
活
動
に

参
加
す
る
、
一
緒
に
運
動
す
る
仲
間
を

増
や
す
、
各
地
域
の
運
動
施
設
を
活
用

す
る
、
各
種
健
康
教
室
や
市
民
講
座
で

運
動
の
具
体
的
な
指
導
を
受
け
る
な
ど
、

生
活
の
中
に
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
精
神
科
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
・
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
対
象
　
こ
の
よ
う
な
お
悩
み
を
お
持

ち
の
方
ま
た
は
家
族
の
方

○
夜
眠
れ
な
い
○
イ
ラ
イ
ラ
す
る
○

妊
娠
や
育
児
を
通
し
て
不
安
が
強
い

○
人
の
名
前
な
ど
を
し
ば
し
ば
思
い

出
せ
な
い
○
自
分
の
部
屋
に
閉
じ
こ

も
っ
て
し
ま
う
○
外
出
し
た
り
、
人

と
会
う
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
○

身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
っ
た
○
今

ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
へ
の
興
味
や

関
心
が
な
く
な
っ
た
○
以
前
よ
り
ひ

ど
く
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
�

等

▼
日
時
　
9
月
26
日
（
月
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法
　
9
月
22
日
（
木
）
ま
で
に
、

電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
60
才
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
市
民
を
対

象
に
、
無
理
な
く
楽
し
い
身
体
づ
く
り
を

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
22
日
（
木
）・
29
日
（
木
）
、

10
月
6
日
（
木
）・
13
日
（
木
）・
20
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所
　
御
坂
キ
ッ
ズ
広
場

※
雨
天
時
は
御
坂
体
育
館

▼
内
容
　
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
ア
カ

デ
ミ
ー
コ
ー
チ
に
よ
る
ボ
ー
ル
を
使

っ
た
軽
運
動
な
ど

▼
定
員
　
30
名

▼
参
加
費
　
5
0
0
円（
保
険
料
・
資
料
代
）

※
当
日
徴
収
し
、
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
間
　
9
月
1
日（
木
）〜
16
日（
金
）

平
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

　
20
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
市
民
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。
全
国
平
均
と
比
較
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
身
の
体
力
の
現
状
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
の
体
力
・
健
康

の
保
持
、
増
進
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
9
月
13
日
（
火
）

　
午
後
7
時
か
ら
9
時
30
分
頃
ま
で

▼
場
所

　
境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
�

体
育
館

▼
内
容

○
全
年
代
共
通
　
握
力
・
上
体
起
こ
し
・

長
座
体
前
屈

○
20
歳
〜
64
歳
　
反
復
横
と
び
・
立
ち

幅
跳
び
・
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

○
65
歳
〜
79
歳
　
開
眼
片
足
立
ち
・
10

ｍ
障
害
物
歩
行
・
6
分
間
歩
行

▼
申
込
期
間
　
9
月
9
日
（
金
）
ま
で

　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

健康増進計画策定のための住民アンケート調査

■無回答
■週３回以上している
■週２回程度している
■週１回程度している
■月１～２回程度している
■ほとんどしていない

30歳～64歳『汗をかく運動をする人の割合』

■無回答
■週３回以上している
■週１～２回程度している
■月１～２回程度している
■ほとんどしていない

65歳～80歳『汗をかく運動をする人の割合』

■0.6%

■3.0%

■11.1%

■7.0%

■10.0%

■18.7%

■10.3%

■12.0%

■60.9%

■47.2%

■19.2%

　9月16日（金）から次の日程で各地区に出向いて行

う「集団健診」がはじまります。

　“特定健診を受け、メタボリックシンドロームを予

防して健康なからだを維持しましょう”

　特定健診は「集団健診」以外に「国保人間ドック」

や「個別医療機関健診」でも行っています。

　なお、集団健診及び個別検診では、19歳以上の市

民を対象にした肺がん結核検診をはじめ各種検診も

併せて行っています。お申し込みがお済みでない方、

または健診内容など、詳しくはお問い合わせください。

『
集
団
健
診
日
程
』

春 日 居

御 　 坂

境 　 川

八 　 代

一 　 宮

石 　 和

全 地 区

9月16日（金）～22日（木）

9月27日（火）～10月5日（水）

10月15日（土）～19日（水）

10月20日（木）～26日（水）

「24日（月）は除く」

11月5日（土）～6日（日）

11月22日（火）～25日（金）

1月14日（土）～15日（日）

春日居福祉保健センター

御坂体育館

境川坊ヶ峯ふれあいセンター

八代総合会館

一宮保健センター

スコレーセンター

スコレーセンター

■申込・問合せ先　国民健康保険課
　国保保健指導担当�☎�055（262）4111

対象地区 健診日（特定健診含む）・場所

　
市
内
の
運
動
施
設
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
各
地
域
の
運
動

施
設
を
活
用
し
て
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

�
こ
の
マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
配
布
場
所
・
問
合
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課

�
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

名　称

花鳥の里スポーツ広場

御坂体育館

御坂テニスコート

テニス＆キッズ広場

一宮スポーツ広場

八代中央スポーツ広場

八代南部スポーツ広場

境川スポーツセンター

境川弓道場

春日居スポーツ広場

春日居弓道場

春日居柔剣道場

芦川スポーツ広場

芦川テニスコート

多目的広場

住　所/利用問い合わせ

グラウンド（サッカー・ソフトボール・野球）

体育館（バレー・バスケット・バドミントン・卓球場）

テニスコート

テニスコート、キッズ広場芝生面

テニスコート、弓道近的場

女性専用フィットネス、筋肉トレーニング

グラウンド（サッカー・ソフトボール・野球）

グラウンド（ソフトボール）

弓道近的場

弓道近的場

柔道場・剣道場

グラウンド（野球・ソフトボール）

テニスコート

グラウンド

石和町広瀬588　ふえふき文化・
スポーツ振興財団：055-263-7959

石和町広瀬666-1　ふえふき文化・
スポーツ振興財団：055-263-7959

石和町小石和700　ふえふき文化・
スポーツ振興財団：055-263-7959

御坂町大野寺250　㈱笛吹スポ
ーツセンター：055-263-2334

御坂町尾山5　㈱笛吹スポーツ
センター：055-263-2334

御坂町尾山5　㈱笛吹スポーツ
センター：055-263-2334

御坂町尾山32-1　㈱笛吹スポ
ーツセンター：055-263-2334

一宮町末木1001　㈱笛吹スポ
ーツセンター：0553-47-3112

一宮町東原335-2　㈱笛吹スポ
ーツセンター：0553-47-3112

八代町南457　㈱笛吹スポーツ
センター：055-265-4650

石和町砂原862-1� 笛吹市役所�
生涯学習課：055-261-3338

八代町南527　㈱笛吹スポーツ
センター：055-265-4650

石和町八田330－５
055-263-7071

石和町四日市場1825
055-263-7222

一宮町竹原田1333
0553-47-5203

八代町米倉36
八代支所：055-265-4011

境川町三椚7
境川総合会館：055-266-2014

境川町石橋2445
境川総合会館：055-266-2014

春日居町鎮目1323
春日居支所：0553-26-3111

春日居町鎮目1696
春日居支所：0553-26-3111

春日居町加茂147
春日居支所：0553-26-3111

芦川町鶯宿1613-1
芦川支所：055-298-2111

芦川町新井原834
芦川支所：055-298-2111

開館時間

午前9時～午後10時

午前9時～午後10時

午前9時～午後10時

平日：午後1時～午後8時
日曜日・祝日：午前10時～午後5時

平日：午前10時30分～午後11時
土曜日：午前10時30分～午後9時
日曜日：午前10時30分～午後6時
祝日：午後1時～午後9時�

石和農村スポーツ広場

石和清流館

石和中央テニスコート

石和温泉病院
クアハウス石和

いちのみや桃の里
スポーツ公園

若彦路ふれあい
スポーツ館

カーブスイッツモア
一宮

ブルーアース石和5

2

3

4

1

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

平日：午前10時～午後7時
土曜日：午前10時～午後1時�

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

午前8時30分～午後10時

利用期間４月～10月
午前8時30分～午後10時

利用期間４月～１０月
午前8時30分～午後５時

午前8時30分～午後5時

休館日

グラウンド（サッカー・ソフトボール・野球）

柔道場・剣道場、弓道近的・遠的場、相撲場

温泉施設、トレーニングルーム（体力管理室）

テニスコート

温水プール、エアロビクス、トレーニングジム

グラウンド（サッカー・ソフトボール）、体育館（バレーボール・バスケッ
トボール・バドミントン）、トレーニングルーム、挌技場（柔道場・剣道場）

体育館（バレーボール・バスケットボール・バドミント
ン）、柔道場・剣道場、弓道近的場、トレーニングジム

毎週月曜日（祝日の場合は
翌日）　年末年始　4月～10
月は第２・第４月曜日休館

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）年末年始

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日）

第3日曜日
年末年始

第1・3・5日曜日
第2・4月曜日

平日の午後1時～3時
毎週日曜日

11月～3月中は休館

11月～3月中は休館

施設概要

体育館（バレーボール・バスケットボール・バドミントン）、トレーニン
グルーム、グラウンド（サッカー・ソフトボール・野球）、テニスコート

＊公共施設は、現在節電のため開館時間を短縮しています。　＊使用料金、申し込み等詳細につきましては各施設にご連絡ください。

グラウンド（サッカー・ソフトボール・野球）、
テニスコート



任　意

予防接種名

ＢＣＧ

三種混合1期初回・
追加（ジフテリア・
百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合
1期

二種混合�2期
（ジフテリア・破傷風）

日本脳炎1期

日本脳炎2期

通知発送対象児

平成２３年６月
生まれ

平成２２年９月
生まれ

平成１２年９月
生まれ

平成２０年９月
生まれ

順次、お知らせす
る予定です。

平成２３年７月
生まれ

ヒブ

小児用肺炎球菌

＊対象者には、後日予診票・契約医療機
関等の詳しいお知らせをします。接種
時期等の内容をよく確認し契約医療機
関にて予防接種を受けてください。

＊他市町村より転入された方、予診票の
ない方、合併前の予診票をお持ちの方
は、健康づくり課までご連絡ください。

　
認
知
症
の
予
防
に
は
、
昔
の
歌
を
歌

っ
て
、
そ
の
頃
の
時
代
を
思
い
出
し
た

り
、
明
る
い
気
持
ち
で
い
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
精
神
科
医
師
で
、
音
楽
療
法

の
第
一
人
者
で
も
あ
る
松
井
紀
和
先
生

（
日
本
臨
床
心
理
研
究
所
所
長
）
を
講

師
に
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
方

▼
日
程
・
場
所

○
9
月
27
日
（
火
）
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

○
10
月
5
日
（
水
）
　
八
代
総
合
会
館

○
10
月
19
日
（
水
）
　
御
坂
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

○
10
月
31
日
（
月
）
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
時
間

開
場
　
午
後
1
時

開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
内
容

○
第
一
部
　
介
護
予
防
と
脳
の
活
性
化

に
つ
い
て
「
思
い
だ
そ
う
　
な
つ
か

し
の
あ
の
頃
、
あ
の
歌
、
あ
の
景
色
（
か

ろ
や
か
な
ピ
ア
ノ
と
と
も
に
、
み
ん

な
で
歌
を
う
た
い
脳
を
活
性
化
さ
せ

ま
す
）
」

○
第
二
部
　
簡
単
体
操

　
（
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員
）

▼
参
加
費
　
無
料

※
巡
回
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先
　
高
齢
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
9
月
15
日
（
木
）
か
ら
21
日
（
水
）
ま
で

の
「
老
人
週
間
」
に
市
よ
り
敬
老
祝
金

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

○
8
月
1
日
現
在
、
市
内
に
居
住
し
て

い
る
方

○
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録

が
さ
れ
て
い
る
方

○
9
月
15
日
現
在
、
満
77
・
88
・
1
0
0

歳
以
上
の
方

▼
支
給
年
齢
（
生
年
月
日
）・
支
給
額

○
満
77
歳
（
昭
和
8
年
9
月
16
日
〜
昭

和
9
年
9
月
15
日
）
　
3
0
0
0
円

○
満
88
歳
（
大
正
11
年
9
月
16
日
〜
大

正
12
年
9
月
15
日
）
　
5
0
0
0
円

○
満
1
0
0
歳
以
上
（
明
治
45
年
3
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
5
万
円

※
満
77
歳
、
満
88
歳
の
祝
金
は
、
対
象

と
な
る
方
へ
各
地
区
民
生
委
員
を
通

し
て
贈
ら
れ
ま
す
。
満
1
0
0
歳
以

上
の
長
寿
者
に
は
、
市
か
ら
直
接
贈

ら
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
先

高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

ま
た
は
各
支
所

　
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
よ
り

広
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
23
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
内
容

○
発
表
の
ひ
ろ
ば

　
各
種
ス
テ
ー
ジ
発
表

○
体
験
・
学
習
の
ひ
ろ
ば

　
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
　

○
交
流
・
情
報
の
ひ
ろ
ば

　
飲
食
、
福
祉
模
擬
店
な
ど

各
ひ
ろ
ば
へ
の
出
演
、出
展
者
募
集

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
9
月
16
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2■問合せ先

　健康づくり課　母子保健担当
　☎�055（261）1901

　
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
は
育
児
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
た
ち
で
す
。

　
こ
の
講
座
を
受
け
た
後
に
、
子
育
て

の
応
援
が
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
20
才
以
上
で
心

身
と
も
に
健
康
で
子
ど
も
を
預
か
れ

る
方

※
資
格
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
程
・
内
容
（
両
日
と
も
託
児
あ
り
）

○
1
日
目

�
10
月
1
日
（
土
）
ま
た
は
5
日
（
水
）

・
最
近
の
子
育
て
事
情

・
子
ど
も
の
心
の
発
達

○
2
日
目

�
10
月
15
日
（
土
）
ま
た
は
19
日
（
水
）

・
家
族
、
そ
し
て
家
族
を
と
り
ま
く
人
々

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
子
ど
も
の
病
気
と
世
話

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
体
験
談

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ガ
イ
ダ
ン
ス

※
土
曜
日
コ
ー
ス
（
1
日
、
15
日
）
と
水

曜
日
コ
ー
ス
（
5
日
、
19
日
）
を
設
け

て
い
ま
す
。
原
則
、
各
コ
ー
ス
の
日

程
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ

▼
定
員
　
各
コ
ー
ス
　
30
名

▼
申
込
期
限
　
9
月
22
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当
　

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

・
笛
吹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

�
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
2
1
8
8

　
フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
っ
て
、
親
子
で
簡

単
に
ク
ッ
キ
ー
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

15
組
（
先
着
順
）

▼
日
時
　
9
月
29
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
内
　
調
理
室

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ク

ッ
キ
ー
型
抜
き
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

▼
申
込
期
間
　
9
月
1
日
（
木
）
か
ら

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
親
子

を
募
集
し
ま
す
。

　
指
導
士
の
も
と
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

　
20
組
（
先
着
順
）

▼
日
時

　
平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年
3
月

ま
で
の
第
4
火
曜
日

受
付
　
午
前
10
時
15
分

開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
　
3
0
0
0
円
（
全
6
回
分
）

▼
服
装
・
持
ち
物
　
運
動
で
き
る
服
、

タ
オ
ル
、
親
子
の
飲
み
物
、
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
の
品

　
ヨ
ガ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ゆ
っ
く
り
と

し
た
動
き
で
、
体
の
調
子
を
整
え
な
が

ら
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
子
育

て
中
の
方

▼
日
時
　
平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24

年
3
月
ま
で
の
第
3
金
曜
日

受
付
　
午
前
10
時
15
分

開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
横
小
路
絵
美
先
生
（
ジ
ャ
イ

ロ
キ
ネ
シ
ス
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
ト
レ

ー
ナ
ー
）

▼
定
員
　
15
名
（
託
児
あ
り
・
要
相
談
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
服
装
・
持
ち
物
　
運
動
で
き
る
服
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
参
加
費
　
3
0
0
0
円
（
全
6
回
分
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
日
時

9
月
8
日
（
木
）・
15
日
（
木
）・
29
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所

つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円

（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽

C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物

普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ
ん
の
身
の

回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

N
P
O
法
人�

H
a
p
p
y�

�S
p
a
c
e

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8



　市では、日曜祝日に保護者の就労等により
家庭で保育ができない方を対象に、休日保育
を行っています。

▼実施保育所　市立石和第三保育所（石和町
中川330）※石和第三保育所に通園していな
い児童もご利用いただけます。

▼開所日　毎週日曜・祝日

▼保育時間　午前８時～午後６時

▼保育料金　２歳以下の児童　　2,000円
　　　　　３歳の児童　　　　1,700円
　　　　　４歳以上の児童　　1,500円
　　　　　おやつ代100円は別途

▼その他　昼食はお弁当持参となります。
※詳しくは、お問い合わせください。

■問合せ先
　石和第三保育所　☎�055（262）2061

節電対策に伴う休日保育

　この夏の節電対策により、お勤め先の就業
日が土日曜に変更され、家庭で土日曜に保育
ができなくなった方を対象に、休日保育（土・
日）を実施しています。詳しくは、お問い合
わせください。

■問合せ先　保育課　☎�055（261）3355

　
平
成
24
年
4
月
か
ら
お
子
さ
ん
を
保

育
所
（
園
）
へ
新
規
･
継
続
入
所
を
希
望

さ
れ
る
方
に
、
申
込
書
の
配
布
を
行
い

ま
す
。

▼
入
所
要
件

○
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

○
児
童
福
祉
法
に
よ
り
、
保
護
者
の
就

労
や
出
産
･
病
気
･
病
人
の
看
護
（
同

居
家
族
）
等
な
ど
で
家
庭
で
保
育
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
児
童
（
無
条

件
に
入
所
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

▼
入
所
の
基
準

　
保
育
所
（
園
）
に
入
所
で
き
る
児
童

は
、
そ
の
家
族
が
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
で
す
。
家
庭
で
保
護
者
以

外
の
方
（
65
歳
未
満
の
祖
父
母
等
）

が
、
就
労
し
て
い
ず
保
育
で
き
る
場

合
は
、
保
育
所
に
入
所
で
き
ま
せ
ん
。

○
保
護
者
が
居
宅
外
労
働
の
場
合

○
保
護
者
が
居
宅
内
労
働
の
場
合

○
母
親
が
出
産
の
場
合
（
産
前
2
カ
月
、

産
後
3
カ
月
で
出
産
月
を
含
め
て
6

カ
月
）

○
保
護
者
が
病
気
等
の
場
合

○
家
庭
に
病
人
等
が
い
て
、
介
護
･
看

護
が
必
要
な
場
合

○
家
庭
が
災
害
に
あ
っ
た
場
合

○
仕
事
を
す
る
た
め
求
職
中
で
あ
る
場

合
（
就
職
活
動
期
間
と
し
て
3
カ
月
）

○
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
前
述
の
項
目

に
類
す
る
状
態
に
あ
る
場
合

新
規
入
所
申
込
書
の
配
布

▼
期
間
　
9
月
26
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

▼
配
布
場
所
・
時
間

○
保
育
課
（
市
役
所
�

南
館
内
）

・
月
〜
木
曜
日

�
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

・
金
曜
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

○
各
支
所

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

○
市
内
保
育
所
（
園
）

　
各
保
育
所
（
園
）
開
所
時
間
内

※
申
込
書
は
児
童
1
人
に
つ
き
1
枚
必

要
で
す
。

※
現
在
育
児
休
業
中
で
、
平
成
24
年
度

途
中
で
職
場
復
帰
す
る
場
合
も
申
し

込
め
ま
す
が
、
勤
務
先
で
発
行
す
る

育
児
休
業
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
希
望
保
育
所
（
園
）
の
市
内
外
は
問
い

ま
せ
ん
。

継
続
入
所
申
込
書
の
配
布

▼
期
間
　
9
月
26
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

▼
配
布
方
法

○
市
内
の
保
育
所
（
園
）
に
通
っ
て
い
る

場
合
は
、
各
保
育
所
（
園
）
を
通
じ
て

配
布

○
市
外
の
保
育
所
（
園
）
に
通
っ
て
い
る

場
合
は
、
保
育
課
か
ら
郵
送

※
現
在
の
通
園
先
と
異
な
る
保
育
所
（
園
）

へ
の
転
園
希
望
は
新
規
入
所
の
扱
い

に
な
り
ま
す
。

新
規
・
継
続
入
所
申
込
書
受
付
期
間

　
10
月
24
日
（
月
）
〜
11
月
11
日
（
金
）
�

※
詳
し
く
は
、
入
所
申
込
書
に
同
封
の

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
保
育
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
5
5

笛吹市内　公立・私立保育所(園)一覧

公

公

公

公

公

私

公

公

公

公

私

私

私

私

私

私

公

公

私

私

私

公

公

公

立 施設名

石和第一保育所

石和第二保育所

石和第三保育所�指定管理

石和第四保育所

石和第五保育所

わかば保育園

御坂東保育所

御坂西保育所

御坂北保育所

御坂葵保育所

英保育園

木の花保育園

一宮保育園

都保育園

相興保育園

あさま保育園

八代花鳥保育所

八代御所保育所�指定管理

博愛保育園

八代保育園

境川保育園

かすがい西保育所

かすがい東保育所�指定管理

芦川へき地保育所

所在地

石和町八田249

石和町四日市場2210

石和町中川330

石和町小石和1

石和町松本181-1

石和町小石和601

御坂町下黒駒2122

御坂町夏目原870

御坂町金川原380

御坂町大野寺667

御坂町成田692

一宮町一ノ宮1684

一宮町東原410

一宮町本都塚117

一宮町中尾949

一宮町金沢227-36

八代町竹居2127

八代町米倉37

八代町北1762

八代町南931

境川町小黒坂1640-1

春日居町熊野堂243-3

春日居町加茂311

芦川町上芦川133-2

電話番号

055-262-2870

055-262-2668

055-262-2061

055-262-3313

055-262-2431

055-262-5737

055-264-2426

055-262-5842

055-263-0556

055-262-3208

055-263-1280

0553-47-0901

0553-47-2548

0553-47-0415

0553-47-0623

0553-47-0099

055-265-2520

055-265-3475

055-265-2047

055-265-2205

055-266-4132

0553-26-2359

0553-26-3283

055-298-2500

入所可能年齢

満2カ月～就学前まで

満3カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満10カ月～就学前まで

満3カ月～就学前まで

満6カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満3カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満２歳～就学前まで

開所時間(平日)
延長保育時間含む

7:15～19:15

7:30～18:00

7:30～19:00

7:30～18:00

7:00～19:00

7:30～19:00

7:50～18:30

7:40～18:00

8:00～18:00

7:30～18:45

8:00～18:00

7:30～18:00

7:30～19:00

7:15～19:15

7:15～19:15

7:30～19:00

8:30～16:30

7:00～19:00

開所時間(土曜日)
延長保育時間含む

7:30～13:00

7:30～13:00

7:30～13:00

7:30～13:00

7:00～13:00

7:30～13:00

7:50～13:00

7:40～13:00

8:00～12:30

7:30～11:30

8:00～13:00

7:30～13:00

7:30～13:00

7:15～13:00

7:15～13:45

7:30～13:00

8:30～12:00

7:00～13:00

10月６日（木）

スコレーセンター

健康診断日程表

午後０時50分～午後１時10分
午後１時10分～午後１時35分
午後１時35分～午後１時55分
午後１時55分～午後２時10分
午後２時10分～午後２時20分

受付時間

石和南小学校入学予定児童
石和東小学校入学予定児童
石和北小学校入学予定児童
富士見小学校入学予定児童

実施校

受付時間実施校

受付時間実施校

午後０時50分～午後１時20分
午後１時20分～午後１時30分
午後１時30分～午後１時35分
午後１時35分～午後２時05分
午後２時05分～午後２時20分

御坂西小学校入学予定児童
御坂東小学校入学予定児童
芦川小学校入学予定児童
八代小学校入学予定児童
境川小学校入学予定児童

10月20日（木）

スコレーセンター

石和西小学校入学予定児童
春日居小学校入学予定児童
一宮西小学校入学予定児童
一宮南小学校入学予定児童
一宮北小学校入学予定児童

11月10日（木）

スコレーセンター

　
平
成
24
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
保
護
者
に
は
後
日
、
案
内
と

健
康
診
断
票
を
通
知
し
ま
す
が
、
9
月

14
日
頃
ま
で
に
通
知
が
届
か
な
い
時
や

内
容
等
に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
児
童
　
平
成
17
年
4
月
2
日
生

〜
平
成
18
年
4
月
1
日
生

■
問
合
せ
先

　
学
校
教
育
課
　
学
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
7

実施日

実施場所

実施日

実施場所

実施日

実施場所

午後０時50分～午後１時10分
午後１時10分～午後１時25分
午後１時25分～午後１時45分
午後１時45分～午後２時10分



あ

　
日
帰
り
入
湯
者
（
宿
泊
を
伴
わ
な
い

入
湯
者
）
に
つ
い
て
、
税
率
が
50
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

入
湯
者
1
人
1
日
に
つ
き
1
5
0
円

宿
泊
を
伴
う
入
湯
者
1
人
1
日
に
つ

き
�
1
5
0
円

宿
泊
を
伴
わ
な
い
入
湯
者
1
人
に
つ

き
�

50
円

※
日
帰
り
入
湯
者
の
う
ち
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
、
入
湯
税
が
免

除
と
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
②
・
③
の
場
合
に
は
、

利
用
す
る
施
設
に
お
い
て
課
税
免
除

の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
施
設
利
用
料
金
（
入
湯
料
の
ほ
か
、

入
場
料
、
休
憩
料
、
飲
食
代
な
ど
）

が
2
5
0
0
円
以
下
で
鉱
泉
浴
場
を

利
用
す
る
方

②
行
政
区
等
が
実
施
す
る
敬
老
事
業
（
敬

老
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
慰
安
会
な
ど
）

に
お
い
て
10
名
以
上
で
鉱
泉
浴
場
を

利
用
す
る
方

③
障
が
い
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
団

体
に
お
い
て
10
名
以
上
で
鉱
泉
浴
場

を
利
用
す
る
方

入
湯
税
と
は
…

　
入
湯
税
は
、
鉱
泉
浴
場
へ
の
入
湯
に

対
し
て
入
湯
客
に
課
さ
れ
る
目
的
税
で
す
。

　
そ
の
税
収
は
、
環
境
衛
生
施
設
、
鉱

泉
源
の
保
護
管
理
施
設
、
消
防
施
設
の

整
備
や
観
光
の
振
興
に
要
す
る
費
用
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

　
年
齢
12
歳
未
満
の
方
や
銭
湯
に
入
湯

さ
れ
る
方
な
ど
は
、
入
湯
税
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

　
入
湯
税
は
、
浴
場
の
経
営
者
な
ど
が

入
湯
客
か
ら
徴
収
し
、
毎
月
ご
と
に
市

に
申
告
し
、
納
付
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や

保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て

25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
4

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ

ま
す
）

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍

の
方
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
年
金
の
加
入
記

録
が
確
認
で
き
ま
す

　
年
金
の
加
入

記
録
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
い

つ
で
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
「
厚
生
年
金
の
加
入
記
録
を

確
認
し
た
い
」
と
き
や
、
「
国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
確
認
し

た
い
」
と
き
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
に
な
る
に
は
、
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（h
ttp

:/
/

w
w

w
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e
n

k
in
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o
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）

■
問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が

届
い
た
方
で
、
確
認
の
仕
方
や
記
入
の

仕
方
が
分
か
ら
な
い
方
や
内
容
に
疑
問

の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談
も
引
き

続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ

お
手
元
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
あ

る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

○
9
月
21
日
（
水
）

　
市
役
所
　
3
階
　
会
議
室

○
10
月
19
日
（
水
）
　
御
坂
支
所

・
午
前
9
時
〜
正
午
　
午
後
1
時
〜
4
時

（
両
日
と
も
）

▼
持
ち
物

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど

※
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
で
は
、
法
律
に
基
づ
き
、
農
業
振

興
を
図
っ
て
い
く
地
域
を
「
農
業
振
興

地
域
の
農
用
地
区
域
」
（
農
振
青
地
）

と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
こ

の
区
域
は
農
業
以
外
の
目
的
で
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
や

む
を
得
ず
他
の
目
的
に
利
用
す
る
場
合

は
、
農
振
除
外
の
手
続
き
を
経
て
県
と

協
議
し
、
知
事
の
同
意
や
許
可
を
得
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
農

振
除
外
の
申
出
を
受
付
け
ま
す
の
で
、

必
要
最
小
限
の
除
外
に
つ
い
て
申
出
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
出
書
類
の
配
布
　
9
月
20
日
（
火
）

か
ら
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

○
配
布
場
所
　
市
役
所
農
林
振
興
課
・

各
支
所
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
11
月
14
日（
月
）〜
25
日（
金
）

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

○
受
付
場
所
　
市
役
所
�

農
林
振
興
課

※
配
布
・
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
正
午
〜
午
後
1
時
の
間

を
除
く
）

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
産
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
甲
府
地
方
法
務
局
及
び
山
梨
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
、
次
の
期
間
を
強
化
週

間
と
し
て
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
甲
府
地
方
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
9
月
5
日
（
月
）
〜
11
日
（
日
）

▼
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
土
曜
、
日
曜
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
）

■
問
合
せ
先

全
国
共
通
　
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
（
0
0
3
）
1
1
0

　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
9
月
2
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
9
月
11
日
（
日
）
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

　h
ttp

s
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/
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n
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・
携
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イ
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※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相

談
所
登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者

の
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報
を

提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複
数

の
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み

の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
9
月
21
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ�
2
階�

会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
�

義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
わ
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
職
場
内
で
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
は
、
簡
易
・
迅
速
な
個
別
労
働

紛
争
解
決
制
度
（
無
料
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　
☎
0
5
5
（
2
2
5
）
2
8
5
1

ま
た
は
、
最
寄
り
の
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
（
甲
府
、
都
留
、
鰍
沢
労

働
基
準
監
督
署
内
）



　
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
労
務
、

経
営
面
で
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
る
ほ

か
、
業
務
改
善
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
相
談
支
援
事
業

○
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

　
（
☎
0
5
5
―
2
3
7
―
3
2
1
5
）

○
最
低
賃
金
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー

　
（
毎
週
火
・
木
曜
日
）

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
郡
内
支
所

内（
☎
0
5
5
5
―

2
2
―

2
1
6
6
）

▼
業
務
改
善
助
成
金
　
平
成
23
年
4
月

1
日
時
点
の
地
域
別
最
低
賃
金
額
が

７
０
０
円
以
下
の
地
域
に
事
業
場
を

置
く
中
小
企
業
主
を
対
象
と
し
て
、

事
業
場
内
の
も
っ
と
も
低
い
時
間
給
を
、

計
画
的
に
8
0
0
円
以
上
に
引
き
上

げ
る
場
合
、
賃
金
引
き
上
げ
の
た
め

の
業
務
改
善
に
要
す
る
必
要
な
経
費

に
つ
い
て
、
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
労
働
局
賃
金
室

　
☎
0
5
5
（
2
2
5
）
2
8
5
4

・
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
0
5
5
（
2
2
4
）
5
6
1
1

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す

る
指
定
工
事
店
に
は
、
「
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す

る
方
の
専
属
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
試
験
は
、
責
任
技
術
者
と
し
て

の
技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
程
・
場
所

○
受
付
　
10
月
3
日
（
月
）
〜
24
日
（
月
）

○
講
習
会
　
11
月
17
日
（
木
）

○
試
験
　
　
11
月
27
日
（
日
）

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
ぴ

ゅ
あ
総
合
）

甲
府
市
朝
気
1
―
2
―
2

講
習
会
・
試
験
と
も
に

▼
申
込
先

原
則
、
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社
（
石
和
町

東
油
川
字
北
畑
4
1
7
）

※
申
込
用
紙
は
、
次
の
場
所
に
備
え
て

い
ま
す
。

・
笛
吹
市
役
所
�

下
水
道
課
窓
口

・
富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ
ー

・
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

・
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

・
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先

　
（
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
2
7
3
8

▼
手
帳
の
規
格
等

○
サ
イ
ズ
　
82
㎜
×
1
4
5
㎜

○
表
紙
　
ワ
イ
ン
色
の
レ
ザ
ー
調

○
内
容
　
・
日
記
・
郷
土
編
「
郷
土
自
慢
」

な
ど
・
統
計
編
「
山
梨
県
主
要
指
標
」
な

ど
・
名
簿
編
「
各
種
議
員
等
名
簿
」・
生

活
編
「
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
」
な
ど

▼
販
売
価
格
等

○
県
民
手
帳
　
5
0
0
円

○
住
所
録
（
県
民
手
帳
差
込
み
用
）�

�80
円

○
名
入
れ
　
20
冊
よ
り
実
費
で
受
け
付

け
ま
す
。（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
方
法

　
　
市
役
所
経
営
企
画
課
ま
た
は
各
支

所
に
備
え
付
け
の
「
注
文
書
」
に
て
、

お
申
込
み
い
た
だ
く
か
、
下
欄
の
注

文
書
（
コ
ピ
ー
可
）
に
ご
記
入
の
上
、

持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
い
ず

れ
か
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
9
月
22
日
（
木
）

配
布
時
期
は
11
月
初
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
（
代
金
引
き
換
え
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
〒
4
0
6
―
8
5
1
0

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7

　
笛
吹
市
役
所
　
経
営
政
策
部
　

　
経
営
企
画
課
�

経
営
政
策
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

�
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

J
A
フ
ル
ー
ツ
山
梨
　
様

（
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
）【

J
A
教
育
誌
】

ア
ピ
タ
石
和
店
　
様

（
石
和
町
窪
中
島
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】

　
新
山
梨
環
状
道
路
北
部
区
間
（
笛
吹

市
に
あ
っ
て
は
、
隣
接
す
る
区
域
に
該
当
）

の
都
市
計
画
案
と
環
境
影
響
評
価
準
備

書
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
縦
覧
を
行
い
、

こ
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
縦
覧
期
間
中
に
環
境
影
響
評

価
準
備
書
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

縦
覧
期
間
、
時
間
及
び
場
所

▼
期
間
・
時
間

　
9
月
26
日
（
月
）
〜
10
月
26
日
（
水
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▼
場
所

○
山
梨
県
峡
東
建
設
事
務
所
都
市
計
画
・

建
築
課

○
笛
吹
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

意
見
書
の
提
出
先
及
び
問
合
せ
先

　
都
市
計
画
案
ま
た
は
環
境
影
響
評
価

準
備
書
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
持
ち
の

方
は
、
任
意
の
用
紙
に
ご
意
見
と
と
も
に
、

住
所
、
氏
名
及
び
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限

　
11
月
9
日
（
水
）

　
午
後
5
時
15
分
ま
で

▼
提
出
方
法

　
　
書
留
郵
便
（
当
日
消
印
有
効
）
も

し
く
は
、
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

○
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

〒
4
0
0
―
8
5
0
1

甲
府
市
丸
の
内
1
―
6
―
1

○
県
中
北
建
設
事
務
所
都
市
整
備
課

〒
4
0
0
―
0
0
6
5

甲
府
市
貢
川
2
―
1
―
8

○
県
峡
東
建
設
事
務
所
都
市
計
画
・
建

築
課

〒
4
0
4
―
8
6
0
1

甲
州
市
塩
山
上
塩
後
1
2
3
9
―
1

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
記
載
事
項

に
つ
い
て
の
説
明
会

▼
日
時
・
場
所

10
月
5
日
（
水
）
午
後
７
時
か
ら

甲
府
市
北
部
市
民
セ
ン
タ
ー

3
階
　
大
会
議
室

▼
日
時
・
場
所

10
月
6
日
（
木
）
午
後
7
時
か
ら

甲
斐
市
敷
島
総
合
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

▼
日
時
・
場
所

10
月
7
日
（
金
）
午
後
7
時
か
ら

甲
斐
市
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

▼
日
時
・
場
所

　
10
月
11
日
（
火
）
午
後
7
時
か
ら

　
甲
府
市
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
�

3
階

　
大
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
先

　
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
7
1
6

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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9
月
21
日
（
水
）
か
ら
30
日
（
金
）
ま
で
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
「
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
市
内
交
通
関
係
団
体
に

よ
る
朝
の
登
校
指
導
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
及
び
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
の
心
」
を

持
ち
、
家
族
・
地
域
・
職
場
か
ら
交
通

事
故
の
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
、
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
を
実
践
し
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
美
し
い
郷
土
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
「
山
梨
県
屋
外
広
告
物
条

例
」
に
よ
り
、
屋
外
広
告
物
を
設
置
す

る
場
所
に
よ
り
大
き
さ
や
色
の
基
準
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
（
看
板
）
を
設
置
す
る

に
は
、
原
則
と
し
て
知
事
の
許
可
が
必

要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
屋
外
広
告
物
（
看
板
）
を

設
置
す
る
場
合
や
、
す
で
に
許
可
を
受

け
ず
に
設
置
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
の
窓
口
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
県
で
は
9
月
9
日
に
屋
外
広

告
の
日
の
記
念
行
事
と
し
て
、
屋
外
広

告
物
一
斉
活
動
を
実
施
し
、
違
反
屋
外

広
告
物
の
簡
易
除
却
や
屋
外
広
告
物
規

制
の
普
及
啓
発
の
た
め
の
P
R
活
動
を

行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
県
美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進
室

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
2
5



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　５月８日の母の日、６月19日の父の日の前日、八代総

合会館会議室で「ラッピング教室」を開催しました。１年

生から５年生の子どもたち15名が「ラッピング」に挑戦

しました。

　始めは、とまどっていた様子の子どもたちですが、講師

の話を聞き取ろうと、静かに耳をかたむけ、となり同士で

教え合い、助け合い、「いつも、ありがとう!!」のメッセー

ジを添えた手作りのプレゼントが出来上がりました。子ど

もたちのアンケートからは家族の喜ぶ顔を思い描き完成し

た時の喜びや手作りの良さ、楽しさ、達成感などをうかが

い知ることができました。

　今回の「ラッピング教室」のように週末を活用した子ど

もの教室や夏休み、冬休みなどを活用した子ども、または

親子対象の体験型講座を各地域で実施しています。学校や

学年の枠をこえた交流を積極的に図っています。様々な体

験を通し自ら学ぶ力を身につける機会にして欲しいと思い

ます。

　
10
月
に
甲
州
市
勝
沼
町
で
行
な
わ

れ
る
鳥
居
焼
き
に
つ
い
て
、
学
ん
で

知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

祭
り
を
知
ろ
う

　
鳥
居
焼
き
を
は
じ
め
と
す
る
山
梨

の
祭
り
に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。

▼
テ
ー
マ
　
『
祭
り
か
ら
さ
ぐ
る
山

梨
の
送
り
火
』

▼
日
時
　
9
月
11
日
（
日
）

　
午
後
2
時
か
ら

▼
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
講
師
　
室
伏
　
徹

　
（
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
）

▼
定
員
　
40
名
（
事
前
に
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

▼
参
加
費
　
無
料

�
お
お
む
か
し
の
人
の
顔
や
暮
ら
し

を
、
自
由
に
想
像
し
て
描
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
作
品
は
特
別
展
期
間
中
ロ

ビ
ー
に
掲
示
し
、
作
品
す
べ
て
を
掲

載
し
た
作
品
集
を
応
募
者
全
員
に
配

布
し
ま
す
。
い
き
い
き
し
た
縄
文
人

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間
　
9
月
25
日
（
日
）
ま
で

▼
提
出
場
所

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
（
郵
送
可
）

▼
規
定
　
画
用
紙
（
大
き
さ
自
由
）
に
、

ク
レ
ヨ
ン
ま
た
は
水
彩
絵
の
具
で

描
い
て
く
だ
さ
い
。
作
品
の
裏
に

氏
名
・
年
齢
・
学
校
・
学
年
・
住
所
・

電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
掲
示
期
間
　
10
月
15
日
（
土
）
〜
11

月
28
日
（
月
）

▼
そ
の
他
　
11
月
3
日
（
文
化
の
日
）

に
感
謝
状
と
冊
子
の
授
与
式
を
行

い
ま
す
。
作
品
の
返
却
は
12
月
の

予
定
で
す
。

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ

ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０

０
円
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
釈
迦

堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽

し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
の
安

定
的
な
運
用
や
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
よ
り
、

学
校
図
書
室
と
市
立
図
書
館
が
同
じ
シ

ス
テ
ム
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

両
者
の
一
層
の
連
携
が
図
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
の
学
校
以
外
（
市
立
・
他

の
学
校
）
の
図
書
を
借
り
ら
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以

降
住
基
カ
ー
ド
）
を
使
っ
て
市
立
図
書

館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

も
な
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

が
向
上
し
ま
す
。

　
市
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
7
月
15
日

か
ら
こ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
学
校
図
書
室
も
夏

休
み
中
に
更
新
作
業
を
終
え
、
2
学
期

か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
は
次
の
手
続
き
に
よ
り
住

基
カ
ー
ド
を
使
っ
て
市
立
図
書
館
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
先
立
ち
9
月
1
日
（
木
）
か

ら
試
験
運
用
を
実
施
し
ま
す
。

　
試
験
運
用
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
次
の
図
を
参
考
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
や
多
目
的

利
用
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
に
は
、
写
真

付
の
公
的
な
身
分
証
明
書
等
の
持
ち

物
が
必
要
で
す
。
証
明
書
の
種
類
に

よ
っ
て
は
1
週
間
程
度
の
日
数
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

戸
籍
住
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
住
基
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の
申
請
に
つ

い
て
　

　
戸
籍
住
民
課
　
住
民
記
録
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
住
基
カ
ー
ド
を
使
っ
た
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
つ
い
て

　
各
市
立
図
書
館

※
図
書
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
38

ペ
ー
ジ
）
を
参
照
く
だ
さ
い
。

平成23年7月5日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年7月19日

〃

〃

〃

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

市内4校

石和町

市内公共用水域31箇所

芦川町中芦川

御坂町二之宮

石和町松本

石和町松本

石和町松本

石和町広瀬

八代町岡

境川町大坪

春日居町熊野堂

春日居町桑戸・一宮町坪井

春日居町鎮目

¥780,000

¥1,600,000

¥890,000

¥4,500,000

¥6,000,000

¥1,700,000

¥3,000,000

¥60,000,000

¥7,900,000

¥20,000,000

¥1,400,000

¥1,100,000

¥4,100,000

¥3,000,000

アルプス事務機（有）

（株）小林事務機

甲府タカヤマ環境計量（株）

（株）アメニティー宮下建築設計

（株）理工エンジニアリング

（株）カワイ

（株）サンウッド

不調

（有）エルテック

（有）佐野工業所

（株）アメニティー宮下建築設計

（有）メイ建築工房

森田測量（株）

（有）ツチヤ設備

笛吹市内小中学校印刷機購入

シンクライアント保守更新ライセンス

平成23年度笛吹市内公共用水域水質検査業務委託

芦川小学校（旧芦川中学校）改修設計業務委託

下水道管渠実施設計委託第2工区（御坂）

駅北口建物調査補償業務委託（その2）

駅北口用地測量業務委託（その2）

石和北小学校外壁等改修工事

笛吹市スコレーセンター視聴覚室AV機器改修工事

八代学校給食センター空調設備改修工事

笛吹市営境川町大坪団地1号棟・2号棟修繕設計委託業務

笛吹市営春日居熊野堂団地修繕設計委託業務

桑戸・坪井用水路測量設計業務委託

春日居中学校消火設備改修工事

¥770,000

¥1,248,000

¥524,300

¥4,360,000

¥4,000,000

¥1,580,000

¥2,280,000

¥7,450,000

¥18,200,000

¥1,350,000

¥1,050,000

¥2,800,000

¥2,800,000

住基カードを

持っている

平成23年4月

以降に発行し

たもの

図書館カード

としても使え

るよう希望し

た

図 書 館 カ ー ド

を持っている

図書館に

住 基 カ ー ド を

提示する

住基カード・図
書館カードのど
ちらでも図書館
利用ができるよ
うになる

はい

いいえいいえいいえいいえ

はいはいはい

図書館に
①住基カードと
②「図書館利用申
込書」を提示する

（身分を証明する
ものが必要）

本庁の戸籍住民課に
①住基カードを持参し、②多目的利用
サービス登録申請をする

本庁の戸籍住民課に
①住基カードの交付申請と
②図書館利用の申請をする



笛吹市産の巨峰の贈呈
＝アウェイ自由席入場口

　
8
月
6
日
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公

園
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、

J
リ
ー
グ
1
部
の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府
対
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
試
合
は
、
「
笛
吹
市
・
身
延

町
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」
と
し
て
、
事

前
に
市
民
を
対
象
に
招
待
券
を
配

布
し
た
ほ
か
、
当
日
は
、
市
か
ら

来
場
者
に
巨
峰
を
贈
呈
す
る
な
ど
、

市
を
P
R
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
か
す
が
い
東
・
西
保
育

所
の
園
児
た
ち
は
、
エ
ス
コ
ー
ト

キ
ッ
ズ
と
し
て
選
手
と
一
緒
に
手

を
つ
な
い
で
入
場
し
た
り
、
石
和

中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
ボ
ー
ル
拾

い
と
し
て
試
合
に
臨
ん
だ
り
し
て
、

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

JAフルーツ山梨　常務理事佐藤貴洋氏から「ちゃぐ
りん」を受取る山田教育長（写真左）＝南館内教育長室

御坂体協バレーボール部の皆さん
＝7月19日、市役所

シュート方法を児童に教える原田さん
＝御坂東小学校体育館

　
7
月
14
日
、
市
教
育
委
員
会
は
、

御
坂
東
小
学
校
に
お
い
て
ス
ポ
ー

ツ
選
手
活
用
体
力
向
上
事
業
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
児
童
が
体
を
動
か
す
こ
と
を
身

に
つ
け
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
元
日
本
代
表

キ
ャ
プ
テ
ン
の
原
田
裕
花
さ
ん
を

講
師
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。

　
児
童
は
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
、
シ

ュ
ー
ト
な
ど
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

な
ら
で
は
の
卓
越
し
た
技
術
や
練

習
法
を
身
近
に
触
れ
、
ま
た
、
教

室
終
了
後
は
、
原
田
さ
ん
と
一
緒

に
給
食
を
と
り
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
御
坂
体
協
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、

全
日
本
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
カ
ッ
プ
男
女
選
手
権
大
会
山

梨
県
予
選
会
（
6
月
12
日
開
催
）

に
優
勝
し
、
関
東
大
会
（
7
月
9

日
開
催
）
と
全
国
大
会
（
8
月
11

日
に
静
岡
県
で
開
催
）
の
両
方
の

出
場
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
関
東
大
会
に
も
優

勝
し
た
と
し
て
、
同
部
を
代
表
し

て
6
名
が
荻
野
市
長
に
優
勝
報
告

を
し
ま
し
た
。

　
部
員
の
皆
さ
ん
は
、
忙
し
い
仕

事
の
中
で
も
、
毎
週
木
曜
日
に
集

ま
り
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
ま
し
た
。

ＪＡ教育誌「ちゃぐり
ん8月号」表紙

　
7
月
11
日
、
J
A
フ
ル
ー
ツ
山

梨
よ
り
J
A
教
育
誌
「
ち
ゃ
ぐ
り

ん
8
月
号
」
が
春
日
居
小
学
校
4

年
生
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
「
ち
ゃ
ぐ
り

ん
」
は
J
A
グ
ル
ー
プ
の
食
農
教

育
を
す
す
め
る
子
ど
も
雑
誌
で
、

子
ど
も
達
に
農
業
、
食
べ
物
、
自

然
、
い
の
ち
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
く
雑
誌
で
す
。

■�問合せ先　ごみ減量課　�☎�0 5 5（ 2 6 1 ）2 0 4 4 　 または各支所

境
川
町

前間田

地区

石　橋

藤　垈

コミュニティセンター

場　　所

吉祥寺裏庭

チビッコ広場

上寺尾 集荷所

中寺尾 公民館

時　　間

午前６時～７時

　市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。廃食油はバイオディー

ゼル燃料になり、ごみ収集車などに利用されます。９月は境川地区で実施しますので、ご家庭に廃

食油があれば、ペットボトルなどの透明な容器に入れてお持ちください。

▼日時　９月15日（木）

▼場所・時間

▼回収する油の種類　植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひまわりなど）

○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。

○天かすなどは取り除いてください。

○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。

○お店などの事業に伴う廃食油は回収しません。

　　
県
で
は
、
動
物
愛
護
週
間
と
し
て

「
平
成
23
年
度
山
梨
県
動
物
愛
護
デ

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
動
物
の
お
医

者
さ
ん
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ポ
ニ
ー
体

験
乗
馬
、
犬
ね
こ
飼
い
方
相
談
、
動

物
ク
イ
ズ
、
動
物
を
つ
く
ろ
う
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
9
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先

山
梨
県
　
衛
生
薬
務
課

食
品
衛
生
・
動
物
愛
護
担
当

☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
4
8
9

　
ペ
ッ
ト
に
ノ
ミ
や
ダ
ニ
が
す
み
つ

く
と
、
皮
膚
炎
に
な
っ
た
り
、
か
ゆ

み
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
問
題
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
を
よ
く
観
察
し
、

異
常
が
あ
れ
ば
動
物
病
院
へ
行
く
な

ど
ペ
ッ
ト
を
感
染
症
か
ら
守
っ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

　最近、河川への油流出による
水質汚濁の苦情が多くなってい
ます。
　河川の水を畑や池などで利用
されている方もいるので、水が
汚れていると大きな被害をもた
らします。
　使用した食用油は、捨てずに
リサイクルしましょう。市では
廃食油の収集をごみ減量課・各
支所で行っています。
　廃食油は、軽油の代替燃料に
なるBDF（バイオディーゼル
燃料）にリサイクルされます。
また、賞味期限切れの油も回収
しています。
　きれいな河川を私たちで守り
次世代に受け継いでいきましょ
う。



雨宮　功樹 石和鈴木　太一 御坂小田　遼太 石和共通

伊藤　勝美 御坂片田　悠河 浅川宮川　一駿 浅川100 ｍ 2 年

岩間　祐太 一宮三枝　拓仁 浅川大久保　雄平 石和1 年

角田　　渉 春日居渡辺　竜麻 石和齊藤　真澄 一宮200 ｍ 共通

穴山　達也 浅川榊原　寛 石和足立　拓海 浅川400m 共通

功刀　　慎 石和浅川　貴仁 御坂雨宮　裕太 石和
800m

1,500m

3,000m

110m
ハードル

共通

金子　忠司 一宮桑原　拓也 浅川向山　敦希 御坂2 年

三井　奨平 一宮阿部　史人 石和小林　雄斗 浅川共通

望月　翔矢 一宮成田　成司 石和小林　大樹 石和1 年

風間　健範 浅川山下　皓大 石和阿部　史人 石和共通

藤原　和也 石和望月　大輝 御坂花田　幹太 石和2 年

芦澤　翔真 浅川中西　大生 浅川平出　圭亮 石和共通

平塚　　駿 御坂青柳　祥多 石和山崎　　翼 石和2 年

平出　圭亮 石和鈴木　太一 御坂山下　　黎 石和共通

上野　啓太 御坂奈良　光洋 石和山崎　　翼 石和走り幅跳び 2 年

保坂　　凌 浅川猪股　紘希 御坂高野　隼人 石和1 年

小林　　祥 春日居齊藤　真澄 一宮荻野　将太 石和
走り高跳び

共通

田中　克哉 春日居梶原　寛斗 御坂岩間　皓平 一宮2 年�

荻野　将大 春日居矢崎　友哉 御坂山田　力也 春日居共通

窪　　秀幸 一宮宮川　厳己 浅川佐野　裕貴 浅川砲丸投げ 2 年

岡　　宏明 春日居横内　晋介 石和菅野　大斗 一宮1 年

一宮中御坂中石和中
400m リレー

共通

一宮中

長沼　亜美 一宮

芦澤　まどか 御坂

渡辺　彩花 石和

長沼　亜美 一宮

初鹿野　香 石和

小林　彩香 一宮

佐藤　萌愛 一宮

　持　琴音 一宮

田中　　悠 春日居

澤田　佳奈 浅川

篠原　菜月 浅川

石原　以織 浅川

石田　あずみ 一宮

菊島　奈央 石和

込山　葉瑠 一宮

前田　奈穂 浅川

市川　　渚 石和

岩柳　真奈 一宮

御坂中

一宮中

小林　咲子 石和

渡辺　玲菜 石和

沼中　桃子 一宮

小林　咲子 石和

保坂　　唯 浅川

芦澤　まどか 御坂

松野　汐里 石和

初鹿野　香 石和

大村　　歩 石和

市川　　渚 石和

大村　瑠花 石和

澤田　佳奈 浅川

小泉　由衣 石和

滝沢　菜摘 浅川

前田　和音 御坂

三枝　萌美 一宮

石原　なな実� 浅川

日原　麻優子 石和

一宮中

浅川中

田中　璃瑚 石和

小松　さくら 石和

梶原　瑞奈 石和

田中　璃瑚 石和

渡邉　眞里子 御坂

山縣　　梢 御坂

内藤　亜美 一宮

保坂　唯 浅川

小池　綾香 一宮

向山　実希乃 一宮

石和

長幡　紗季 石和

別符　綾花 石和

中村　朱里 一宮

一瀬　妃菜 石和

依田　胡桃 春日居

田島　怜奈 一宮

廣野　まりな 石和

石和中

石和中

石和中浅川中1 年

共通

2 年

1 年

共通

共通

2 年

1 年

共通

共通

2 年

共通

2 年

1 年

共通

2 年

共通

2 年

1 年�

共通

1 年

100m

200m

800m

1,500m

100m
ハードル

走り幅跳び

走り高跳び

砲丸投げ

400m リレー

式辞を述べる荻野市長

　
8
月
1
日
、
市
役
所
に
お
い
て
、

中
学
総
体
な
ど
で
上
位
の
成
績
を

収
め
、
各
種
目
の
県
代
表
と
し
て

関
東
・
全
国
大
会
に
出
場
す
る
市

内
中
学
生
選
手
の
激
励
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
各
種
目
の
代
表
者
が
「
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
戦
い
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
荻
野
市
長
か
ら
激
励
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
市
章
を
あ
し

ら
っ
た
タ
オ
ル
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
笛
吹
市
小
・
中
学
校
陸
上
競
技

大
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

3 位2 位1 位種目名 性別

遠藤　拓哉
（春日居）

久保川　純聖
（春日居）

山田　啓悟
（八代）60 ｍ

ハードル

男
子

岡田　美奈
（春日居）

中澤　穂乃佳
（石和東）

望月　美侑良
（一宮西）

女
子

土屋　悠平
（石和東）

窪田　凌也（八代）
土屋　拓斗（富士見）

100 ｍ走

男
子

加藤　卯衣
（御坂西）

小池　知穂
（一宮西）

天野　花菜
（一宮南）

女
子

雨宮　聖
（御坂西）

（藤巻　天
（石和南）

岩瀬　大周
（春日居）

1,000 ｍ走

800 ｍ走

男
子

市川　芽衣
（春日居）

中村　桃花
（一宮南）

小林　穂乃香
（一宮西）

女
子

走り幅
跳び

小林　風輝
（富士見）

田中　颯希
（春日居）

佐藤　颯
（石和西）

男
子

3 位2 位1 位種目名 性別

大森　まどか
（境川）

前川　春花
（一宮西）

飯島　萌香
（春日居）

走り幅
跳び

女
子

榎本　亜美
（石和南）

羽田　楓
（一宮西）

馬渕　藍
（一宮西）

女
子

飯島　薫
（春日居）

笹岡　竜太
（春日居）

奥山　晴樹
（春日居）

男
子走り高

跳び

河野　万里子
（御坂西）

平岡　由衣
（石和西）

小林　来佳
（石和東）

女
子

生原　快
（春日居）

村松　大晴
（富士見）

樋口　佑和
（八代）

男
子ボール

投げ

御坂西一宮西一宮南女
子

石和東石和西富士見男
子400 ｍ

リレー

プラスチック製のバケツやペットボトルを
使って浮く参加者＝八代中央水泳プール

　
7
月
23
日
、
八
代
町
体
育
協
会
は
、

着
衣
時
に
水
難
事
故
に
遭
遇
し
た

場
合
の
緊
急
対
応
を
学
習
す
る
教

室
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
、
2
回
目
の
開
催
と
な
る
こ

の
小
中
学
生
着
衣
泳
教
室
に
50
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
水
の
中
で
救
助
を
待
つ
た
め
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
抱
い
て
浮

く
練
習
の
ほ
か
、
プ
ー
ル
を
参
加

者
全
員
で
巡
っ
て
水
流
を
つ
く
り
、

川
の
流
れ
を
擬
似
的
に
体
験
す
る

試
み
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

荻野市長に抱負を述べる代表選手

施設の外観調理室2 台の配送車

　
7
月
20
日
、
笛
吹
市
一
宮
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
が
一
宮
町
東
原
地

内
（
一
宮
西
小
学
校
西
側
）
で
行
わ
れ
、

地
元
選
出
の
県
議
会
議
員
や
市
議
会
議

員
を
は
じ
め
、
地
元
区
長
な
ど
関
係
者

50
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
の
中
で
荻
野
市
長
は
「
こ
の
新
し

い
施
設
は
、
子
ど
も
た
ち
の
食
と
健
康

を
守
り
、
ま
た
災
害
時
の
拠
点
施
設
と

し
て
十
分
な
機
能
を
発
揮
で
き
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
1
日
１
２
０

０
食
を
調
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

で
、
8
月
の
新
学
期
か
ら
稼
動
し
、
一

宮
地
区
内
の
4
小
中
学
校
に
配
食
し
ま

す
。

　
ま
た
、
自
家
発
電
や
飲
料
水
兼
用
耐

震
性
貯
水
槽
な
ど
災
害
時
の
被
災
者
支

援
施
設
の
機
能
を
備
え
、
非
常
時
に
は

約
２
５
０

０
名
に
3

日
分
の
米

飯
、
汁
物

や
飲
料
水

を
提
供
す

る
こ
と
が

可
能
と
な

り
ま
す
。

学校名・氏名種　　　　目

保坂彰吾（石和中）
水泳競技　200mバタフライ

水泳競技　100mバタフライ

角田祐佳（石和中）
水泳競技　400m個人メドレー

水泳競技　200m個人メドレー

弦間美波（一宮中）
水泳競技　100m背泳ぎ

水泳競技　200m背泳ぎ

石川　輝（浅川中）
水泳競技　200m個人メドレー

水泳競技　400m個人メドレー

芦澤花音（浅川中）
水泳競技　200mバタフライ

水泳競技　200m個人メドレー

清水宏次郎　保坂彰吾　飯塚航
手塚健太（石和中）

水泳競技　400mフリーリレー

手塚健太　清水宏次郎　保坂彰吾
稲葉直哉（石和中）

水泳競技　400mメドレーリレー

山下黎　小田遼太　雨宮功樹
平出圭亮　渡辺竜麻　石原渉（石和中）

陸上競技　共通男子4×100mR�

田中璃瑚　小林咲子　小澤かおり
小松さくら　渡辺玲菜　梶原瑞奈（石和中）

陸上競技　共通女子4×100mR

山下黎　小田遼太　雨宮功樹
平出圭亮　渡辺竜麻　石原渉（石和中）

陸上競技　共通男子4×100mR�

田中璃瑚　小林咲子　小澤かおり
小松さくら　渡辺玲菜　梶原瑞奈（石和中）

陸上競技　共通女子4×100mR

稲葉直哉（石和中）水泳競技　50m自由形

横内晋介（石和中）柔道　男子81Kg級

雨宮一生　荻野将太（石和中）男子ソフトテニス　個人

石和中女子ソフトテニス　団体

須田真依　小泉紗知（石和中）女子ソフトテニス　個人

田中璃瑚（石和中）陸上競技　共通女子100m

小松さくら（石和中）陸上競技　2年女子100m

小田遼太（石和中）陸上競技　共通男子100m

小林大樹（石和中）陸上競技　1年男子1500m

石和中弓道女子　団体

梶原菜祐（御坂中）水泳競技　200mバタフライ

渡邊眞里子（御坂中）陸上競技　共通800m�

遠藤　駿（一宮中）柔道　90kg超級

浅川中ソフトボール女子　団体

足立拓海（浅川中）陸上競技　共通男子400m�

小林雄斗（浅川中）陸上競技　共通男子1500m�

矢崎友哉（御坂中）水泳競技　200m自由形

遠藤　駿（一宮中）相撲　重量級

（敬称略）

石和中軟式野球

関
東
大
会

全
国
大
会

第48回　笛吹市小学校陸上記録会（6月3日実施）

笛吹市中学校陸上競技会（6月22日実施）【男子】 笛吹市中学校陸上競技会（6月22日実施）【女子】

3 位2 位1 位種目名 3 位2 位1 位種目名

降　　萌子

※同着１位



●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

9
月
15
日（
木
）・
29
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

9
月
1
日（
木
）・
8
日（
木
）・
22
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

9
月
3
日（
土
）・
10
日（
土
）・
17
日（
土
）・

24
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　
（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
9
月
3
日（
土
）　
午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

9
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　
（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）
★

9
月
16
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
9
月
7
日（
水
）
�

午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜
　

9
月
4
日（
日
）・
11
日（
日
）・
25
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

9
月
9
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
9
月
10
日（
土
）
�

午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
9
月
21
日（
水
）
�

午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
9
月
18
日（
日
）
�

午
後
2
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

9
月
10
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

9
月
7
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21
日（
水
）・

28
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

9
月
3
日（
土
）・
17
日（
土
）・
24
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

9
月
3
日（
土
）　
午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
9
月
10
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
（
小
学
生
向
け
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

9
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

9
月
17
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

９
月
24
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
電
力
不
足
に
と
も
な
い
、
閉
館
時
間

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ

さ
い
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な

し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
�

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

雨
宮
）

�
☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
20
日（
火
）・

26
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

7
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21
日（
水
）・

28
日（
水
）・
30
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

23
日（
金
）・
26
日（
月
）・
30
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

23
日（
金
）・
26
日（
月
）・
30
日（
金
）

◆
境
川
図
書
室

4
日（
日
）・
11
日（
日
）・
18
日（
日
）・

19
日（
月
）・
23
日（
金
）・
25
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
20
日（
火
）・

26
日（
月
）・
30
日（
金
）

直木賞発表時�　村作品を生演奏と朗読で紹介しました

直木賞に２回候補となりました。

石和町出身の　村深月さん、この機会に手

にとってみてください。

（市内全6館に特設コーナーが有ります）

御坂図書館では、御坂町出身のレミオロ

メンに関する情報や掲載雑誌を集めた「レ

ミオロメンコーナー」が人気です。県外

からのファンも多く、足跡帳「レミオログ」

も大人気です。（レミオログは、レミオロ

メンメンバーにお届けしています）

▼日　　時　10月５日（水）・12日（水）・19日
　　　　　　（水）・２６日（水）・１１月２日（水）
　　　　　　午前10時～正午
▼場　　所　スコレーセンター��2階��読書室
▼講　　師　笛吹市図書館司書
▼受　講　料　500円(材料費)
▼定　　員　10人

▼託　　児　あり(託児ボランティア“ももん
　　　　　　ちゃん”)
▼申　　込　9月13日(火)午前10時より石和図書

館カウンターまたは電話で受け付
けます。定員になり次第締め切りま
すので、お申し込みはお早めに。

■問合せ先　石和図書館　☎�055（262）5959

　県立科学館天文ボランティアによる観望会を開催します。
　星のお話を聞きながら、県立科学館の大きな天体望遠鏡で秋のきれいな星空を眺めてみませんか？
参加ご希望の方は事前にお申し込みが必要です。

▼日　時　10月４日（火）午後７時～８時30分　※悪天候の場合は中止になります。
▼場　所　学びの杜みさか　御坂図書館外庭　
▼定　員　30名(大人限定)
▼参加費　無料
■申込・問合せ先　御坂図書館　☎�055（263）0363
※９月13日(火)より受付開始。定員になり次第締め切りますので、お申し込みはお早めに。

　県立科学館天文ボランティアによる観望会を開催します。
　星のお話を聞きながら、県立科学館の大きな天体望遠鏡で秋のきれいな星空を眺めてみませんか？
参加ご希望の方は事前にお申し込みが必要です。

▼日　時　10月４日（火）午後７時～８時30分　※悪天候の場合は中止になります。
▼場　所　学びの杜みさか　御坂図書館外庭　
▼定　員　30名(大人限定)
▼参加費　無料
■申込・問合せ先　御坂図書館　☎�055（263）0363
※９月13日(火)より受付開始。定員になり次第締め切りますので、お申し込みはお早めに。



▼「笛吹市・身延町サンクスデー」でヴァ
ンフォーレ甲府対サンフレッチェ広島戦

の取材をしました。試合前にアウェイ自由席入場口には、笛
吹市ののぼりが立ち、サンフレッチェ広島サポーターに笛
吹市産の巨峰がふるまわれました。あるサポーターは、その
歓迎に対して「甲府すごい」と驚きの声をあげていました。
ただし、この方も、この巨峰の味にふれたなら「笛吹すごい」
と感嘆したに違いありません。ともあれ、この消費宣伝が功
を奏して、方々にぶどうが売れればいいなと思いました。�（K）

　現在、採用デザインをベースにナンバープレートの規格

等に基づき加工を施し、平成23年11月交付に向け、準備

を進めています。また、交付手続きについての詳細は、今

後市ホームページ等でお知らせします。

■問合せ先　税務課　市民税担当　☎�055（262）4111

　笛吹市の魅力及び特色を動く広告塔として宣伝し、地域

振興・観光振興を図ることを目的として、原動機付自転車

（排気量50cc以下・90cc以下・125cc以下）に独自のデザ

インのナンバープレートを導入することにしました。

　4月1日から5月16日まで、市内在住または通勤・通学者

を対象に公募したところ、362人から390件の応募があり

ました。その後デザイン審査・選考委員会において選考し

たところ、笛吹市御坂町在住の渡邉健二さんのデザインに

決定しました。

　山裾に広がる笛吹市の特徴と言える桃・葡萄・温泉（湯煙）・笛吹川の清流をコンセプト

にしたデザインです。
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